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変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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（変更の時期：平成 28年 4月 1日） 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
本研究プロジェクトでは，震災・事故現場などで高度な作業性能を発揮する難環境作業スマート機械の
開発を行い，安心・安全な社会の構築と先端科学技術の発展に貢献することを目的とする．このため，
次の課題に重点を置き，相互に協力し研究を進める． 
(1)難環境認識・推定のための情報技術の開発では，難環境の把握・推定のために複数センサからの情報
を補完・推定・統合するスマート情報技術の開発を進め，様々な物理量を用いた環境認識を実現する． 
(2)難環境作業のための機械駆動技術の開発では，機械構造の軽量化・高強度化を図るとともに，難環境
下の加工技術を開発する．さらに，個々の作業に適した単機能型自律機械（エージェント）群による分
散・協調作業技術の開発を行い，局所相互通信を用いた創発的作業とトップダウンによる協調作業を実
現する． 
(3)難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発では，ナノ構造制御を礎とする難環境対応の素材，ア
クチュエータ，センサの開発を行い，難環境作業スマート機械に実装する．素子・素材開発やナノトラ
イボロジー解析のために，立体電子顕微鏡による真空環境極微操作・計測システムも開発する． 
（２）研究組織 
1. 研究組織 

2. 研究代表者の役割 ： プロジェクトの統括，センターの運営，研究の進展に対する責任および難環境作業ス
マート機械技術研究センター協議会の運営 
3. 研究プロジェクトに参加する研究者・PD・大学院生の状況 ： 研究者 18 名，PD7 名，大学院生 25 名 
（2018 年 3 月現在） 
4. 研究チームの連携状況 ： センター協議会において，各研究チームからの研究発表を行い，研究の進捗や
内容のチェックを行っている． 
5. 研究支援体制 ： 研究費をはじめとして，全学的な支援体制が整っている． 
6. 共同研究機関との連携状況 ： 5 企業，7 大学等などとの研究協力体制を築いている． 
（３）研究施設・設備等 
以下は本プロジェクトで導入した設備である． 
1. 視触覚統合型運動・状態把握システム            平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 4 名/週 
2. 難環境対応モータ駆動評価システム                 平均使用時間 10 時間/週， 使用者数 2 名/週 
3. 真空環境極微操作・計測システム用立体電子顕微鏡   平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 5 名/週 
4. 素子・素材開発用ツイン型ナノ計測システム        平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 5 名/週 
5. 視触覚センシングシステム評価装置                 平均使用時間  3 時間/週， 使用者数 1 名/週 
（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜研究成果概要＞ 
【難環境認識・推定のための情報技術の開発】 

(1) 学習理論に基づく環境認識技術の開発(*) 

学習データに加えて，大量の教師なしデータや背景知識を活用することにより，不足する情報を補完

し，頑健な判断を可能にする機械学習技術について研究を行なった．教師なしデータや背景知識の利用

方法は大きく分けて，「教師なし学習」と「半教師あり学習」があり，このような情報による精度向上・

また大量データの効率的な利用を目指して，研究を行った．  

(2) 代数理論に基づくロバストネットワーク通信技術の開発(*) 

通信データを正しく伝えるための欠損処理技術である誤り訂正符号について研究を行った．誤り訂正

符号のうち，一般化準巡回符号とアフィン多様体符号の 2 つについて，特に研究成果を上げた．また，

誤り訂正符号と多値論理関数が双対の関係にあることを示し，畳込み定理や積の高速化に応用した． 

【難環境作業のための機械駆動技術の開発】 
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(1) 難環境作業スマート機械の制御系設計(*) 

災害現場などの難関環境において救助・探査活動を行う 4 脚ロボット，飛翔ロボット，パワーアシス

トロボットなどの移動ロボットを開発した．さらに線形・非線形制御理論，強化学習およびニューラル

ネットワークなどを用いた制御システムを開発し，4 脚ロボット，飛翔ロボット，パワーアシストロボ

ットなどの実システムでの実証実験を行った． 

(2) 難環境作業・加工法の開発，真空トライボロジーの解明(*) 

 次世代月・惑星科学探査のためのサンプル加工技術および移動手段としてのローバを開発した．これ

らの機械を実現するための要素技術として，高温環境で動作する機械要素，金属材料による積層造形法，

圧電アクチュエータの状態認識技術についても研究開発を行った． 

(3) 難環境作業スマート機械の最適設計法の開発(*) 

 高温や高荷重，高加速度等の高負荷や異常荷重の作用する難環境下で作動する機械や構造体を対象に，

その設計支援のための構造最適化理論と最適化システムの研究・開発，及びその難環境機械への応用に

関する研究を行った． 

難環境作業スマート機械の最適設計法の開発を目的として，機械システムのモジュール構成最適化の

研究，コンプライアントメカニズムの機械要素への適用，機械システムの故障時における能力回復方法

の研究，深層学習を利用した Grid-Stiffened 構造の構造最適化の研究，UAV の遠隔操作技術の研究を行

った． 

(4) 難環境下における着火・燃焼制御技術の開発(*) 

宇宙空間における高輻射場を想定し，温度上昇が燃料特性や発火特性に及ぼす影響や，燃焼装置の金

属表面の腐食と発火・燃焼の関係など，難環境下においてエネルギー機器を作動させる場合に起こる特

異現象の把握，メカニズム解明，および対策技術構築を目指し，取得した研究設備を用いた実験，理論

解析，数値計算を行った． 

(5) 難環境下における流体制御技術の開発(*) 

人間が近づくことの困難な環境下で活動する無人小型航空機（ドローン）の性能を最適化するために，

ドローンの翼の柔軟性が空力性能に及ぼす影響と空力特性改変のメカニズムを明らかにするため，様々

な剛性を有する矩形翼を流れ中に設置し，その空力特性と翼周り流れ場を調べた．また，その際柔軟翼

に生じる変形・振動を測定した．その結果，柔軟性を有する翼では剛体翼と比べて大迎え角まで失速が

生じず最大揚力が増加すること，最大揚力は翼の弾性係数だけでなく，翼の縦横比，翼素材の密度に影

響を受けること，柔軟翼において剛体翼の空力特性からの逸脱が生じるのは，柔軟翼にねじれ振動が生

じているときであり，このねじれ振動により柔軟翼の前縁及び後縁より周期的に放出される渦により翼

上面における剥離が抑制されるためであることが明らかとなった． 

【難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発】 

(1) ナノトライボロジーの解明，ツイン型ナノ計測システムの開発(*) 

カーボンナノチューブ（CNT）の金属ワイヤ探針先端への取り付けが可能なシステムを構築した．今回

の装置開発により，従来の技術に比べて５倍のスループットが実現できた．またこれを用いて銀微粒子

を吸着させた CNT 探針を作製し，プラズモンを利用した高感度ラマン分光法への応用を行い，光の回折

限界を超えた空間分解能を実現することができた． 

グラフェンデバイスの作製し，本装置とソースメータを組み合わせ，ディラック点を観測することに

成功した．グラフェンデバイスは同一基板に複数形成しているが，電子顕微鏡によるイメージングがで

きるため，個々のデバイスにアクセスし不良品の調査も容易に行うことができる． 

(2) 難環境作業・加工法の開発(*) 

難環境素子・素材のためのナノ材料技術・加工プロセスの開発を担当し，特に難環境素材加工のため

の接合プロセス・表面改質プロセスの構築について研究を行った．難環境において使用する機械内で発

生する熱を，効率よく排出させる高熱伝導材料である窒化アルミニウムの創成プロセスを確立した． 

(3) MEMS センサ・アクチュエータの開発(*) 

難環境での人やロボットの作業をサポートする，各種マイクロセンサを研究した．中心的なテーマで

ある３テーマの成果を以下に報告する． 

①照明光の無い暗所で対象物を検出可能な非冷却赤外線ディテクタ 

量子型ディテクタと異なり，冷却が必要ない熱型の赤外線ディテクタは，ロボット等における電池消

費電力を抑えて，長時間動作することに適する．従来センサは抵抗変化などの静的変化を利用していた

が，消費電力の少ない静電駆動型振動子の共振周波数シフトを研究した．交流信号を利用することで SN
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比の高い計測も期待できる．ねじり振動子を使うオリジナルな方式を進めた． 

②意識させることなく作業員の状態を把握する呼吸センサ 

衣服など，体の外部に歪みゲージ相当の素子を作りこむデバイスは報告例が多いが，皮膚そのものの

構造を利用して，容量計測による呼吸センサとする点が独創的である（特許成立）．皮膚は体の一部でも

あるため，確実に体の情報を測定できる点で理にかなっている．応用物理学会 有機分子・バイオエレク

トロニクス分科会講習会（2016.11.7, 東京）にて「皮膚を介して形成される容量に基づくウェアラブル

呼吸センサ」の講演者に選ばれるなど，注目された． 

③自立動作するロボットに不可欠な，電池モニタリング電圧センサ 

電圧センサは，振動子に静電引力を加えて生じる，共振周波数のシフトを計測する方式である．直流

電流が流れず絶縁性が高いため，電池から電流を流さずに安全に開放電圧を測定できる．データセンタ

ーで利用が進められている 380V の実用的な電圧を印加して放電することなく動作することを確認した．

また，国際会議 MEMS2017（採択率 40%）採択や、応用物理学会シンポジウムでの招待講演者に選ばれる

などの評価を受けた． 

(4) 光センサの開発(*) 

難環境での探査・作業に資する高性能光センサ，特に可視および赤外光領域で高い感度を持つ光検出

器単体とそのアレー化と性能改善を図ることを目的に，その要素技術の開発を進めた．短波長赤外域（1

～2m）における高感度光センサ実現のため，三角障壁フォトトランジスタ（TBP）と呼ばれる光増倍型

の素子を分子線エピタキシー（MBE）法とフォトリソグラフィー技術を用いて試作した．これまで，波長

1.7m まで感度を持つ InGaAs TBP センサにおいて，受光感度 4A/W 程度の性能を達成している．また，

TBP と CMOS 読み出し回路とを組み合わせたアレーセンサの試作も進め，128 画素のリニアアレー素子を

用いたイメージスキャンも実現している． 

(5) 耐熱高効率モータの開発(*) 

難環境下においても高効率を維持するモータ駆動システムの研究を進め，以下のような成果を挙げた． 

・インバータ励磁時の鉄損増加を明らかにし，特にＧａＮインバータによりキャリア周波数 190kHzまで

の鉄損特性を計測し，インバータのデッドタイムによりキャリア周波数高周波時には鉄損が上昇するこ

とを示した． 

・高周波の磁性材料の材料設計及び鉄損特性を計測し厚み・形状の影響を評価した． 

・リアクトルの高周波の鉄損特性を計測し，高周波になるとＢＦが低下することを示した． 

・インバータ励磁時の磁気特性計測における必要なサンプリング周波数を示した． 

(6) 難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発(*) 

安全で安心して暮らせ，そして持続可能な省エネルギー社会の実現に向けて，高温での使用や電源が

乏しいなどの難環境においても高機能で高効率など高性能が発揮できる半導体デバイスが求められてい

る．これに対応するため，化合物半導体を用いたヘテロ接合トランジスタや光デバイスの研究開発を進

めた． 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1 自動情報抽出の半教師あり学習の研究では，半教師あり学習の一種である Self-Training を用いて， 

i2b2-2010データにおけるテキストからの自動情報抽出タスクの精度を向上した．(*) 

2 大量の教師ありデータから信頼度の高い結果を効率的に得るため，高速な機械学習ツール DCASVM 

(Dual Coordinate Ascent Support Vector Machines)を開発し，GPL2.0 に基づき外部に公開した． 

3 文脈と辞書による対義語判定の研究では，辞書情報に大量の教師なし文書データを用いる半教師あ

り学習を用いて，対義語問題の精度向上を達成し，より広範囲の単語について，単語の意味を正確

に表現する技術を確立し，その成果である単語ベクトルとデモシステムを公開した．(*) 

4 文脈の正確な表現による英語穴埋め問題解答精度向上では，は周辺語の組み合わせ (n-gram) をベ

クトルで表現し，さらにその重要度を図る注意機構を導入し， Wikipedia から取り出した大量の文

書データを利用して，TOEIC における正答率の向上を確認した．(*) 

5 単語ベクトルによる自動構造情報抽出の性能向上では， Wikipedia から取り出した大量の文書デー

タから学習した単語ベクトルを用いることで，構造学習，深層学習を用いた 2 つの自動構造情報抽

出システムの精度を新たな人手のコストを掛けずに，精度向上ができることを確認した． 

6 構文情報を用いた文要約では，文の構文情報を入力文に埋め込んだニューラル要約モデルを提案し，

構文情報を用いることで，効率的に高性能に要約できることを確認した．(*) 
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7 一般化準巡回符号の 1 変数多項式行列による効率的な表示方法を見出し，その応用として高い誤り

訂正能力を持つ一般化準巡回符号の探索方法を確立した．また，ユークリッド整域の商環上の誤り

訂正符号に対する効率的な表示方法を見出し，これらの計算方法と一意性を示した．これにより数

え上げや全探索が可能となり，これらの誤り訂正符号の構成が可能となった．(*) 

8 グレブナー基底と離散フーリエ変換を用いたある種のアフィン多様体符号の符号化・復号化法を開

発し，高速かつ計算量の少ない誤り訂正方法を提案した．定義域のインデックスを有限体の部分半

群の直積に制限した離散フーリエ変換を応用し，計算にかかる演算回数を削減した．(*) 

9 多値論理関数について，有限体の半群を定義域とするとき，多値論理関数と多値論理多項式の間に

成り立つ畳み込み定理を導出した．さらに，有限体の半群上における多値論理多項式の積の高速化

に応用し，これらの多値論理多項式の積の計算量を削減した．(*) 

10 複素ニューラルネットワークに対し，情報幾何学を応用し，通常用いられる最適化手法である最急

降下法のリーマン幾何学版である自然勾配法を確立した．これは学習の停滞の改善に効果があるこ

とが示され，複素ニューラルネットワークにおける学習にかかる時間を削減できる．(*) 

11 4 脚ロボットの研究では，安定した歩行・走行を達成するため，力制御と位置制御とを分離しない関

節空間のコンプライアンス制御を開発した．これにより，遊脚時の目標軌道に対する追従性が保持

される．提案手法を小型四脚ロボット(RoboCat-1)に適用し，実験検証により有効性を確認した．(*)  

12 飛翔ロボットの研究では，未知ダイナミクスを推定するために観測データに対して Wavelet 変換を

用いた高階微分フィルタを設計し，システムの線形化と安定化を達成した．羽ばたきロボットを用

いた実験検証を行い，有効性を実証した．(*) 

13 パワーアシストロボットの研究では，新たに直立 4 足歩行型パワーアシストロボット TTI-Knuckle1

を開発した．TTI-Knuckle1 はすべての負荷を免荷することができるため，下肢麻痺患者の歩行支援

や重荷重の下での原子炉廃炉作業などにおいても有用なシステムである．(*) 

14 制御理論の研究では，多項式システム，Descritor システム，マルチエージェントシステムおよび

非線形適応制御理論の研究を行った．特に，パワーアシストロボットの制御に用いるニューラルネ

ット AAN(Assist-as-Needed)制御は人間機械系の制御系設計理論として初めて体系化された理論で

ある．(*) 

15 次世代月・惑星科学探査では移動機構や真空中で加工する機械が必要となる．岩石試料のその場観

察のためのワイヤソー切断法を開発した．大気中に比べて真空中で著しく加工速度が低下する原因

をトライボロジーと発熱との両面から解析した結果，ダイヤモンド砥粒を固着させる電着ニッケル

が真空中では酸化せず靱性が高いままで加工対象である岩石表面に付着することが明らかになっ

た．対策として，ソーワイヤに振動を加えることで真空中での加工速度低下を抑制した．振動を利

用して岩石試料表面の風化層を除去するする小型加工機も開発した．これらを搭載して移動するた

めのローバとして，インフレータブル構造を持つ外輪駆動型の移動機構を提案した．(*) 

16 ソリッド体を対象に，異種材料で構成されるクラッド弾性体の熱荷重，および静荷重に対する変形

コントロールを可能にする形状設計手法(*)，及び初期応力下の固有振動数のコントロールのための

形状最適化手法を開発した． 

17 薄板構造体を対象に，強度，固有振動数，座屈荷重の最大化，曲率制約付きの形状最適化手法，周

波数応答問題における減衰材料の形状最適化，及び材料非線形と幾何学的非線形性を考慮した反力

コントロールのための手法を提案した．(*)また，複合材料からなるシェルを対象に，剛性設計のた

めの多目的で形状－板厚の２段階最適設計手法，基本周波数の最大化のための形状最適化手法，及

び積層シェルの形状－トポロジーの同時最適化手法を提案した．(*)更に，剛性最大化を目的に，異

方性材料の材料配向角の最適自由配置のための手法を開発した．(*) 

18 骨組構造体を対象に，剛性，固有振動数，強度設計問題のための自由形状最適化手法を開発した．

(*) 

19 シェル構造，骨組構造，及びソリッド体を対象に，不確定な荷重に対するロバスト形状最適化問題

の解法を開発した．(*) 

20 グラフェンシートやカーバインのようなナノ構造を連続体骨組構造としてモデリングし，欠陥の導

入，MM 法，PFC法，ボロノイ分割法及び MD シミュレーションを組み合わせたナノ炭素材料の構造最

適設計手法を開発した．(*) 

21 難環境下材料の最終強度評価を目的として，第一原理計算から粒子ベース連続体解析までのマルチ

スケール的解析手法の開発も実施した．第一原理計算では，ナノスケール応力を解明するための第
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一原理原子応力計算プログラム，連続体解析では，材料内破壊を精緻に模擬する並列ペリダイナミ

クス計算プログラムを構築し，種々の問題へ適用することでその妥当性を確認した． 

22 高温環境で動作する機械要素では，セラミックスなどの硬質材料が多用されることが予想される．

そこで，電解放電加工法を検討した．工具電極の質量にかかわらず微小な押付力を与えるために，

磁気吸引機構を利用した電極ホルダを開発した．また，補助電極法による放電加工法による炭化ケ

イ素(SiC)加工および高温対応材料であるモリブデンのクラックレス加工を検討した．(*) 

23 金属材料による積層造形法として，金属粉末を放電により固化する方法を提案し，形状製作が可能

なことを実験的に確認した．トランジスタ式放電回路によりピークエネルギーを低下させるととも

に，ほかの加工条件も柔軟に変更できるようにした．(*) 

24 圧電アクチュエータの状態認識技術を開発した．2 枚のバイモルフ圧電板を用いてピンセットを試作

した．把持時には片方で発生した振動を他方で検出し，その共振周波数を追尾することで把持物体

の質量を推定した．駆動電流の残留振動を周波数解析することで，発生力を推定した．(*) 

25 機械システムのモジュール構成最適化の研究では，機械システムのライフサイクル特性を評価特性

として，機械システムの最適なモジュール構成を探索する最適設計法を開発した．(*) 

26 コンプライアントメカニズムの機械要素への適用の研究では，難環境作業機械システムに求められ

る高い信頼性を実現するために，コンプライアントメカニズムの信頼性最適設計法の開発を行った．

また，コンプライアントメカニズムの適用対象として自動車や車椅子のサスペンションに注目し，

コンプライアントメカニズムに基づくサスペンションの最適設計法の検討と，試作・実験による有

効性の検証を行った．(*) 

27 機械システムの故障時における能力回復方法の研究では，多脚ロボットに注目し，一部の脚  が

故障した際に，残りの脚による最適な歩行パターンを探索する手法を開発した． 

28 深層学習を利用した Grid stiffened shell の構造最適化の研究では，薄板にグリッド状に補強材を

付与した構造である Grid stiffened shell に注目し，深層学習を用いて座屈モードの局所性を評価

し，その局所性に基づいて薄板と補強材の最適化を行うことで，最適化計算の効率化を図った構造

最適化手法を開発した．(*) 

29 難環境下における液体燃料の物性を調節するためにアルコールを加えた場合の，燃焼特性，特に排

気ガス中のカーボン濃度の変化についてモデル化を行い，実験を再現できる予測式を構築した．(*) 

30 環境変化により変形，変質した金属面での発火現象について，実験および数値計算によりメカニズ

ムを調査した．その結果，金属表面の粗さスケールが増加すると，発火温度が低下することがわか

った．(*) 

31 高圧気体燃料噴射時に，難環境によるノズル孔の変形が起こった場合の着火機構の変化について，

実験データを取得した．また，丸型ノズルの場合，ノズル孔の径，テーパー，噴出圧力と火炎の安

定性（保炎，吹き飛び）の関係を実験的に明らかにした．(*) 

32 宇宙空間等の強輻射場における冷却設計に重要な接触熱抵抗に関して，面圧の負荷と除荷を繰り返

した場合の接触熱抵抗が特異なヒステリシス特性を有すること，また表面の研磨方法の違い，およ

び研磨の方向と面同士の合わせ方向によって，その特性が大きく変化することを見い出し，有効な

データを取得した．(*) 

33 難環境で使用可能な材料の加工および形状付与のための接合プロセスの構築においては，高温耐食

性を有するオーステナイト系ステンレス鋼 SUS304と軽量材料であるアルミニウム合金のバレル窒化

法を用いた接合法を構築した．界面に耐熱性・高熱伝導性を有する窒化アルミニウムを形成させる

ことに成功した． 

34 難環境で使用可能にするための材料の表面改質プロセスの構築においては，機械構造用低合金鋼で

ある SCR420鋼の表面に水中プラズマを用いて耐食性・耐摩耗性・高硬度の窒化物層を短時間で形成

することに成功した． 

35 スモールパンチテストを用いて，オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304の加工によるマルテンサイ

ト変態の機構の検証と，再結晶化について詳細な観察を行い，難環境で使用する機械の加工時の組

織変態・再結晶について検討を行った． 

36 難環境において機器を効率良く長時間使用するためには，発生する機械内で発生する熱を，効率よ

く排出させることも必要である．窒化アルミニウムは高熱伝導率を有し，軽量高強度な材料である

ため難環境で使用する材料として有用であるが，これをアルミニウム粉末より形成するプロセスも

構築した． 
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37 非冷却赤外線ディテクタ： 光計測による原理検証に留まっていたが，振動子の電位をギャップ越し

に電気計測する方式を見出し，実際に共振周波数シフトを計測できた．センサの小型化やアレイ化

に見通しが得られた．温度に対する周波数シフト比は，これまでの文献と比べて約 10 倍と高感度で

ある．(*) 

38 呼吸センサ：医療現場の検査で利用される 6 分間歩行中の呼吸計測が目標であったが，より難しい

条件である，小走り中の呼吸を測定し，時間と共に換気量が無意識に増大する様子を測定でき，本

センサの有効性を示した．(*) 

39 電圧センサ：絶縁型の電圧センサにニーズがあることを見出し，MEMS 振動子を利用したセンサを提

案したことと，駆動方法を±の両極性にする工夫で，振動子の帯電を抑えて精度の高い計測ができ

ることを見出した．(*) 

40 AlGaAs/InGaAs高電子移動度トランジスタ(HEMT)のドレイン電流の減少や周波数分散などの欠点を

抑えるデバイス表面の安定化保護膜(パッシベーション)技術を開発した．(*) 

41 ワイドバンドギャップ半導体であるAlGaNのpn接合をSi上に形成し，デバイス応用の研究を進めた

(立命館大学との共同研究)．このpn接合エピタキシャルウエハを用いて深紫外域の発光ダイオード

とセンサーを試作し，測定評価した．(*) 

42 Si基板上に形成するAlGaN/GaN HEMTの研究を進めた．作製プロセスの検討では，原子層堆積法によ

るSiN表面安定化保護膜を実現し，高電流と高耐圧特性を同時に達成した．(*) 

43 電力制御用の縦型GaNトランジスタの実現を目指して，低抵抗なp型GaN層を任意の場所に形成する技

術を開発した．従来法の選択成長やイオン注入では，結晶欠陥の発生や任意の場所に形成できなな

どの問題があったが，開発したArFエキシマレーザーを用いた局所的なp型活性化は，大気中でMgド

ープGaNの所望の領域にレーザーを照射し，局所的なアクセプタ活性化が実現できるとともに結晶性

のその場観測も可能である．(*) 

44 p 型 GaN をゲートに用いたノーマリオフ動作 AlGaN/GaN HEMT を検討した．ゲートリセス構造の形成

や p 型 GaN 層の選択再成長を行わずに，エピタキシャルウエハから選択ドライエッチング技術を用

いて作製した HEMTは 1.4Vと正のしきい値電圧と良好なドレイン電流特性を示した．(*) 

 

＜課題となった点＞ 

1. それぞれの学習で得られたベクトル表現は個別の対象を表現しており，その組み合わせの表現や組

み合わせにおける計算量の削減は課題として残っている． 

2. 一般化準巡回符号の探索の高速化は，現在最も高性能な誤り訂正符号である低密度パリティ検査符

号（LDPC 符号）の構成に応用できる．効率的に探索を行うことにより，最小距離の大きい高性能な

LDPC 符号を構成することが課題となる． 

3. 実用化という点では，4脚ロボットおよび飛翔ロボットともにアクチュエータの軽量化という課題が

残っている．開発したシステムのアクチュエータ（サーボモータ）では，悪環境での自在な走行や

飛行は困難である．また，制御プログラムの簡易化も実用化への課題となっている． 

4. 加工状態により適切な加工条件が変化するため，リアルタイムで加工状態の認識をして，加工条件

設定にフィードバックする適応制御をすることが望ましい．たとえば機械学習による時系列データ

解析法を適用することが考えられる． 

5. 複合材料からなる薄板構造体の最適化では配向角と形状・トポロジー最適化を組み合わせ，多層複

合材料の力学特性を最大限に引き出す手法の開発が課題となった．ペリダイナミクス計算について

は複合材料の主要な破壊因子である界面破壊のさらに精緻な理解が課題となった． 

6. コンプライアントメカニズムの機械要素への適用の研究の研究では，長期使用時の耐久性，信頼性

の検証が行われておらず，これが今後の課題である．機械システムの故障時における能力回復方法

および Grid stiffened shell の構造最適化の研究では，シミュレーション上での検証に留まってお

り，実システムを用いた有効性の検証が求められる． 

7. 宇宙空間の高輻射場を想定して研究を進めたが，例えば接触熱抵抗について空隙における気体の流

れが分子流となる低圧環境の実験まで進めることができなかった．これが可能となれば半導体関連

など低圧環境で動く機器の詳細な熱設計への展開が可能となる． 

8. 実用化と言う点では，複雑形状の部品の接合，必要十分な接合強度を得るための接合個所の選択，

創成した窒化アルミニウムを射出成型機にて樹脂と混合成型する際の窒化アルミニウム含有率の向

上が必要である． 
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9. 非冷却赤外線ディテクタ：センサ研究は着実に進み，デザインが明確になると共に狙いの特性を確

認できたが，感度を高める薄膜化がデバイス製作の歩留まりを低めるため，進展に時間かかった． 

10. 呼吸センサ：皮膚内部（体内）を確実に測定する長所を明確にしたが，ウェアラブルセンサを利用

するビジネスが何を価値とするかで，社会的な認知と市場形成を待つ状態に入った． 

11. 電圧センサ：相手企業への技術移転の段階に入ったが，時間がかかっている．大学側は，より広い

応用で受け入れられるよう，例えば，更なる高電圧化の研究を進める． 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

学内に「難環境作業スマート機械技術研究センター協議会」を設置し，事務局スタッフを含め 9 名の

メンバーが，本プロジェクトの方針策定，予算遂行状況の確認および研究進捗状況の確認などを行って

いる．この協議会での評価は平成 25 年度および平成 26 年度自己点検評価報告書として公表している．

平成 27 年度は，自己点検評価報告書の作成が行われなかったため，11 月にこれまでの研究進捗を纏め

た研究成果中間報告書を刊行した． 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

本プロジェクトの研究進捗状況報告のため，平成 26 年度，平成 27 年度に研究センターシンポジウム

を開催した．各々のシンポジウムに合わせて，研究成果報告書を刊行した．特に，平成 27 年度はプロジ

ェクトの中間年にあたるため，研究成果中間報告書として研究成果を取りまとめ，産業界と学会から各

1 名の学外の評価者 2 名に内容の点検を依頼した．その後，平成 28 年度および平成 29 年度にもシンポ

ジウムを開催した．特に最終年度の 29 年度には 12 月に最終年度研究成果報告書を刊行し，実業界と学

会から 2 名の評価者からの評価を受けた．各評価者の評価結果を以下に記す． 

(1) 山下 勝司（トヨタ自動車株式会社 Z フロンティア部 主査）： 

本プロジェクトは，災害現場などの難環境で有効に機能する機械システムの開発を推進するものであ

る．機械，情報および物質の３つの分野の研究者が協力，多くの研究成果が得られているが，それぞれ

の成果について産業応用の立場からいくつかコメントを与える．まず，非常に多くの学術論文が学術誌

や Proceedings に発表されていることは，本プロジェクトの活発な研究活動の成果であると高く評価し

たい．難環境における機械システムの環境認識のための機械学習理論や符号理論の開発は，今後，様々

なシステムに有用な技術なる．今後はこれらの成果を基に，ビックデータや深層学習といった先端的な

技術の活用を含めて，産業応用研究が進展することを期待したい．難環境認識技術のためのデータ取得

に必要なセンサ技術の基盤研究も，材料創成技術，ナノ材料，磁性材料，半導体技術および MEMS 技術な

ど様々な技術領域から研究開発が進められた．一方，これらの基盤技術を統合する難環境対応型の機械

システムの開発においては，設計および機械加工技術の新たな提案と制御システム開発が行われ，今後

の実用化研究に向けての統合化が期待できる． 

(2) 不破 勝彦（大同大学 情報学部・教授）： 

本プロジェクトでは，難環境作業スマート機械実現のため，情報・機械・物質の分野から複合的な視

点で研究開発が進められた．数多くの論文が発表されており，プロジェクトの活発な研究活動をうかが

い知ることができる．特に，グレブナー基底などの代数的な手法を駆使した新たな符号理論が開発され，

大規模ネットワークの安全性に大きく寄与する研究が行われたことは，サイバーフィジカルシステムの

実用化への道を開いた．機械システムの制御理論として，多項式システムや Descriptor 標記の有理式シ

ステム理論が開発され，ニューラルネットワークを用いた新たな適応制御理論が開発された．これらの

システム設計理論は実用的な手法として評価できる．これらの理論を基に，4 脚ロボットの制御系やパ

ワーアシストロボットの制御系が開発され，今後の実用化の可能性が示された．また，新たな加工法お

よび最適設計法など機械分野での成果が数多く発表され，実用的な見地からも今後の進展が期待できる． 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

1. 学習で得られた類義語・対義語の表現，ベクトル表現は様々な言語処理技術に転用可能であり，自

動情報抽出の半教師あり学習，高速な機械学習ツール DCASVM および深層学習などとの組み合わせに

よりさらなる精度の向上が見込まれる．類義語・対義語の表現およびベクトル表現の利用により，

多くの言語処理技術への転用する．また，それらの表現の組み合わせや表現力の向上により，様々

な問題において必要な外部情報を表現する手法について研究を行い，学習技術をさらに頑健なもの

にする事ができる． 
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2. 画像認識や脳波からの意図推定において，畳み込みニューラルネットワークやリカレントニューラ

ルネットワークが用いられている．これらに対し複素ニューラルネットワークおよびその学習に対

する自然勾配法を応用することによって，高精度な認識や意図推定の実現への展望が開かれる． 

3. ニューラルネット AAN(Assist-as-Needed)制御は人間機械系の制御系として普遍的な制御理論であ

る．今後，脳波から直接運動意図を推定する研究を進めることで，ニューラルネット AAN 制御との

統合によって，人間機械系（人機一体型システム）の制御系設計法の体系化への展望が開ける． 

4. 岩石のワイヤソー切断法では，真空中でも切断可能となるめどが立った．今後は，消費エネルギー

を低下させることと，装置の軽量化を検討する．金属粉末を放電により固化する積層造形加工法の

加工性能を改善するために，適切な加工条件を探索する． 

5. 構造体の劇的な軽量化を実現するため，シェル構造とソリッド体を対象に，複合材料からなる構造

体を考え，形状＆トポロジー＆板厚＆材料配向角を設計変数とする大規模自由度の構造最適化手法

へ発展させる．骨組構造体の形状最適化手法を軽量化に効果的な発泡材料のようなセル構造体へ応

用し，最適な周期性セル構造，及びサンドイッチ構造の構造最適化手法を開発する．第一原理原子

応力計算については，磁性や化学的特性とナノレベル応力の関係が明らかとできることから，難環

境下材料の腐食等のナノスケールに起因した破壊現象への取り組みを今後進めていく．ペリダイナ

ミクス計算については，今回構築した並列コードの実用的機械構造物への応用を進め，汎用的構造

解析コードとして確立することを目指す． 

6. コンプライアンスメカニズムの機械システムへの応用，機械システムの故障時における能力回復手

法および UAV の遠隔操作制御の研究については，各システムの実用化を目指す．深層学習を利用し

た Grid stiffened shell の構造最適化の研究については，Grid-Stiffened 構造だけでなく，飛行機

の翼など様々な機械構造物に対して手法を適用し，その有効性を検証する 

7. 各項目に対して有用な実験データが得られ，現象の理論検討とモデル化ができた．今後，取得した

機器を活用し更なる実験データ蓄積，および数値計算モデルを構築し，実験結果との比較検討によ

り計算機による現象予測へ展開する．また，宇宙空間の難環境を想定した低圧下での伝熱実験を進

め，今後の適用性を進展させる． 

8. 高速流体制御法の研究では，超音速マイクロ流体振動子の最適化を行うとともに，本振動子を効率

的かつ効果的に流体制御に用いるための手法の確立をめざす．また，高速マイクロ内部流れの研究

では感温分子センサを用いた流路壁面温度計測を実施し，高速マイクロ内部流れの熱伝達特性を明

らかにする．さらに柔軟翼に関する研究では，柔軟翼に作用する空気力の非定常測定を行い，非定

常空気力と流れ場との関係の解明を行う．翼の剛性分布を考慮した空力・構造連成解析及び実験を

行い，翼の剛性と空力及び翼変形・振動との関係を明らかにする． 

9. ナノ材料の評価に関しては，可変温度測定を顕微鏡内で行うことにより，構造と物性の関連性を明

らかにできる．カーボンを用いたＰＴＣサーミスターの開発などを行っていく．また、高感度ラマ

ン測定については、バイオ材料も視野に入れ、液中測定に展開可能である． 

10. 高温耐食性を有するオーステナイト系ステンレス鋼 SUS304と軽量材料であるアルミニウム合金を界

面に耐熱性・高熱伝導性を有する窒化アルミニウムを形成させて接合する方法にて，難環境で長時

間活動可能な軽量機器の創成に発展させることが可能である．  

11. 非冷却赤外線センサは，実際の赤外線検出に発展させる．理論的な感度評価を進める． 

呼吸センサは，被験者の日常活動を許した計測ができていると同時に，体の一部である皮膚を直接

計測している原理上の長所がある．同じ計測を体の多点で行うことで，体動も合わせて計測できる．

自己認識し難い COPD（慢性閉塞性肺疾患）の早期診断につながる． 

12. 絶縁型電圧センサは，第一に高耐圧化，第二に信号増大を目指す．これらが実現するほど，適用範

囲が広くなるためである．電池駆動の機器は，ジュール損失を少なくするため，高電圧化が進んで

いる．安全な計測を可能とする，電池のモニタリグに適する． 

13. 赤外線センサは，夜間の自動運転応用にも求められるため，進めていく．呼吸センサについては，

共同研究先を探す．電圧センサは，企業との共同研究を更に発展させ，実用化を目指す． 

14. MBE 法による InAsと GaSbの成長技術を超格子構造の形成に展開し，これを用いた赤外センサの研究

開発（電子デバイス研究室を中心とした外部企業との共同研究）に発展させる． 

15. パワーエレクトロニクス技が今後益々進展する状況が予想されるので，高周波励磁環境でのモータ

コア損の現象解明およびその低減方法は引き続いて研究すべき課題といえる． 

16. Mg ドープ GaN に ArF エキシマレーザーを照射する局所的な p 型活性化技術は，従来の半導体プロセ
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ス技術とは異なるアプローチの手法であり，まず製造技術としての確立を図る．そして，これを用

いて電力制御用の縦型 GaNトランジスタの実現を目指す． 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

1. 「Hajime Matsui,“A Convolution Theorem for Multiple-Valued Logic Polynomials of a Semigroup 

Type and Their Fast Multiplication,”IEICE Transactions on Fundamentals of Electronics, 

Communications and Computer Sciences，vol.E99-A, no.6, pp.1025-1033 (2016)」に対して平成

28 年度電子情報通信学会論文賞を受けた． 

2. 直立歩行型パワーアシストロボットは特許申請（特願 2015-75301）を行った．また，ニューラルネ

ット AAN(Assist-as-Needed)適応制御は実用化を目指して企業と共同研究を行っている． 

3. 金属粉末を放電により固化する 3 次元形状積層造形法に関する特許を 1 件出願(特願 2015-015462)

した． 

4. 薄板の非線形形状最適化手法は自動車の安全構造デバイスへの応用が可能であり，自動車関連の部

品メーカーとの共同研究が実現した．ペリダイナミクス計算については，それを用いた実用材料設

計に関する共同研究を企業とともに計画している．第一原理原子応力計算については，現在金属ガ

ラスへの適用を進めており，その塑性機構の解明が本手法により進むと期待している． 

5. 高圧気体燃料噴射時のノズル孔の変形と火炎の安定化についての研究は，新エネルギー・産業技術

総合開発機構（NEDO）委託「水素ステーションの設置・運用等における規制適正化に関する研究開

発」（2015-2017 年度）の理論解析の方針を得るために活用されており，高圧水素の保安距離設定に

実用化された．また接触熱抵抗関連の研究は，公益財団法人大澤科学技術振興財団の助成研究「転

動体を用いた軸受・案内要素における接触熱抵抗に関する研究」（2015 年度）につながった． 

6. 流体振動子を流体制御に実用化することで，各種流体機器の高効率化・高性能化が達成できると考

えられる．また，高速マイクロ内部流れを冷却装置として実用化することで，MEMS デバイスや大型

計算機用 CPU の冷却が実現できると考えられる．さらに，柔軟翼の研究において得られた知見は，

昆虫等の飛行メカニズムの解明にも有用であり，バイオミメティクスの分野にも応用可能である． 

7. 高感度ラマン分光法に関して，トヨタ自動車との共同研究（２件）に発展した． 

8. 本研究にて創成した窒化アルミニウムを，射出成型機を用いて樹脂と混合成型することに成功し，

安価な放熱部品の形成を可能とした． 

9. 赤外線センサ，呼吸センサおよび電圧センサに関する特許は以下の 6 件である．3 件は権利化され，

1 件は現在審査請求中である．呼吸センサは（株）槌屋と，電圧センサは矢崎総業（株）と共同出願

した．最近の電圧センサ特許２件は，米国とドイツに外国出願するに至った．1件は補正手続き中で

ある．実用化を目指した積極的な動きである． 

(1)石原祐己，石居真，佐々木実「電圧センサ」（出願番号）特願 2016-199722（出願日：2016.10.11），

米国（出願番号 15/724,037，出願日：2017.10.3），ドイツ（出願番号 102017218039.0，出願日：

2017.10.18） 
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72. M．Fukumoto， A．Ganesan， M．Yamada， Y．Tsunekawa,“Thick Metallic/Composite Coating on 

C-FRP Substrate by Plasma Spraying”, 21th International Symposium on Plasma Chemistry 

(ISPC21)， (2013-8/4-9) Cairns， Australia 

73. Y．Matsubara， Y．Tsunekawa， M．Okumiya，N．Nishikawa，N．Nishikawa，Y．Genma,“Strengthening 

of Hypoeutectic Al-Cu Alloys by Sono- Solidification”, The 12th Asian Foundry Congress， 

(2013-12/8-11) Taipei， Taiwan 

74. M． Sasaki， S． Kumagai,“Advanced Thermal MEMS for Resonant Infrared Detector Using Nonlinear 

Oscillation and Wavelength Selective Emitter Using Surface Plasmon Polariton”, The 7th 

International Nanotechnology / MEMS Seminar (INMS2013) S4-4-1 – S4-4-13 (2013．12．2-3， Act 

City Hamamatsu， Japan) 

75. D． Momonoi， T． Yamazaki， S． Kumagai， M． Sasaki,“An Infrared Detector Based on Nonlinear 

Oscillation”, Proceedings of 2013 Int． Conf． Optical MEMS and Nanophotonics， pp．163-164． 

76. T． Kawazu， T． Noda， T． Mano， Y． Sakuma, H． Sakaki,“Post-growth anealing of GaSb quantum 

dots in GaAs formed by droplet epitaxy”, The 40th International Symposium on Compound 

Semiconductors， Kobe Convention Center， Kobe， Japan  ( 2013．5．20) (*) 

77. T． Noda， M． Jo， T． Mano， T． Kawazu, H． Sakaki,“Photocurrent studies of GaAs/AlGaAs 

coupled quantum well solar cells”, EP2DS-20 & MSS-16 (20th International Conference on 
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Electronic Properties of Two-Dimensional Systems and 16th International Conference on 

Modulated Semiconductor Structures)， Wroclaw， Poland (2013．7．2) (*) 

78. Y． Akiyama， H．  Murayama，  R． Niwa, H． Sakaki,“ Possible origins of persistent 

photoconductivity in AlGaN/GaN HEMTs studied by gate-controlled Hall measurements”, 10th 

Topical Workshop on Heterostructure Microelectronics， Hakodate， Japan (2013．9．5) (*) 

79. T． Kawazu， T． Noda， T． Mano， Y． Sakuma, H． Sakaki,“Growth of GaSb quantum dots on 

GaAs (111)A”, ACSIN-12 & ICSPM21 （12th International Conference on Atomically Controlled 

Surfaces， Interfaces and Nanostructures in conjunction with 21st International Colloquium 

on Scanning Probe Microscopy）， Tsukuba International Congress Center， Tsukuba， Japan (2013．

11．7) (*) 

80. Hiroyuki Sakaki,“Epitaxy and advanced device applications of quantum dots and related 

nanostructures (Plenary， Invited)”, 4th International Workshop on Epitaxial Growth and 

Fundamental Properties of Semiconductor Nanostructures (SemiconNano 2013) Lake Arrowhead， 

California， USA  (2013．9．30) (*) 

81. Hiroki Oba and Yutaka Sasaki, Clinical Relation Extraction with Semi-Supervised Learning,  

International Symposium on Languages in Biology and Medicine 2013 (LBM-2013), Tokyo, December 

2013 (*) 

 

国内会議 

1. 椋野純一，松井一，“複素ニューラルネットワークの自然勾配法における共役不変なデータに対する

重みの次元削減，”電子情報通信学会総合大会 情報・システム講演論文集 D-20-1，p.133，3月 20-23

日，2018 

2. 市川翔太，松井一，“再帰型深層学習による加減計算プログラムの自動生成，”電子情報通信学会総合

大会 情報・システム講演論文集 D-20-3，p.135，3月 20-23 日，2018 

3. 井上直樹，松井一，“cycleGAN の段階的な畳み込み層の付加による学習の安定化，”電子情報通信学

会総合大会 情報・システム講演論文集 D-12-49，p.88，3 月 20-23 日，2018 

4. 佐々木実, “MEMS 振動子を用いた絶縁型電圧センサ”第 65 回 応用物理学会春季学術講演会 特別

シンポジウム 集積化 MEMSの発展と展望 2018.3.18（招待講演） 

5. 赤澤良彦，近藤孝明，吉川慎也，岩田直高，榊裕之，“p 型 GaN ゲートを用いたノーマリオフ動作

AlGaN/GaN高電子移動度トランジスタ”，第 65回春季応用物理学会学術講演 (早稲田大学西早稲田キ

ャンパス・ベルサール高田馬場), 17p-P12-24 (2018年 03 月 17日) (*) 

6. 大保嵩博，櫛田知義，テウク モハマド ロフィ，岩田直高，“1 対の電子チャネルと正孔チャネルを

内蔵した AlGaAs/GaAs/AlGaAs ダブルヘテロ構造における特性評価”，第 65 回春季応用物理学会学術

講演 (早稲田大学西早稲田キャンパス・ベルサール高田馬場), 17p-P12-26 (2018 年 03 月 17 日) 

7. 松井一，“多値論理多項式に対する離散フーリエ変換の応用と積の高速化，”（招待講演）電子情報通

信学会 情報理論研究会，3 月 8-9 日，信学技報, vol.117, no.487, IT2017-116, p.71, 2018 

8. 椋野純一，松井一，“複素ニューラルネットワークにおけるデータの対称性を用いた自然勾配法，”信

学技報, vol.117, no.475, IBISML2017-104, pp.97-102，3 月 5-6 日，2018(*) 

9. 半田太郎，武村実穂，大谷清伸，鵜飼孝博：高周波運動量付加用スモールジェットの超音速流中での

動作とその効果に関する研究，平成 29年度衝撃波シンポジウム，3 月，2018 年 

10. 市川翔太，井上直樹，椋野純一，松井一，“論理多項式を用いたベイズ学習における漸近評価の分類”

第 40 回情報理論とその応用シンポジウム（ポスター発表），2017 年 11月 30 日 

11. 古谷克司，原田慶，土屋昂敬：旋盤型電解放電加工のための力制御型工具電極ホルダ，第 26 回 MAGDA

コンファレンス in金沢講演論文集，pp. 289-294, 2017 

12. 古谷克司，西堀俊幸，河野功，春山純一：月火星縦孔地下空洞探査 UZUME1 号のミッション機器，

第 61 回宇宙科学技術連合講演会講演論文集，1B16, 2017 

13. 古谷克司：次世代アクチュエータの動向，精密工学会・生産自動化専門委員会・研究例会講演前刷

集，2017-3, pp. 1-10, 2017 

14. 古谷克司，岡村遼樹，岡田達明，佐伯和人，大上寛之：真空環境下におけるワイヤソーを用いた岩

石の加工特性 (第 8報)高切込荷重対応切断装置の試作，2017 年度精密工学会秋季大会学術講演会講

演論文集，pp. 697-698, 2017 
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15. 原田慶，古谷克司：旋盤型電解放電加工のためのサーボ式力センサ，平成 29 年電気学会全国大会講

演論文集，4, p. 385, 2017 

16. 古谷克司，中村祐介，瓜田明：多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法(第 2 報)双方向への搬送，

2017 年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集，pp. 169-170, 2017 

17. 半田太郎，松田佑，江上泰広，LIF法による超音速マイクロ内部流れ計測と現象解明，第 13 回学際

領域における分子イメージングフォーラム，11月 17，2017 

18. 加藤文崇，武野計二，石炭の自然発火に関する低温（40～120℃）での酸化・ガス化挙動，第 55 回

燃焼シンポジウム講演予稿集，A231，富山，2017 年 11 月 

19. 武野計二，岡林一木，朝原誠，林光一，小森雅浩，高圧水素の大気噴出における濃度変動と着火特

性，第 55 回燃焼シンポジウム講演予稿集，C234，富山，2017 年 11 月(*) 

20. 松本滉太，黒瀬範子，山田郁彦，神谷格，青柳克信，岩田直高，“Mg ドープ GaN へのレーザー照射

による局所活性化と結晶性のその場観測”，IEEE Metro Area Workshop in Nagoya, 2017（中京大学，

名古屋），ポスター発表，(2017 年 10月 8 日) 

21. 中山展空，下田昌利，“ 多目的コンプライアンス最小化を目的とした積層シェル構造の形状・トポ

ロジーの同時最適化”，日本機械学会 第 27 回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2017 年

9 月 13 日-15 日，山口県下関市 海峡メッセ下関 

22. 若狭守，下田昌利，“過渡応答特性のコントロールを目的とするシェル構造体の板厚最適化手法”，

日本機械学会 第 27 回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2017 年 9 月 13 日-15 日，山口

県下関市 海峡メッセ下関 

23. 史金星，下田昌利，“振動問題に対するグラフェンシートの形状・構造最適設計”，日本機械学会 第

30 回計算力学講演論文集，2017 年 9月 16 日-18 日，近畿大学 東大阪キャンパス 

24. 吉積果奈，下田昌利，“初期応力を考慮した固有振動問題に対する形状最適設計法”，日本機械学会 

第 30 回計算力学講演論文集，2017 年 9 月 16日-18日，近畿大学 東大阪キャンパス 

25. 村松吉晃，下田昌利，“直交異方性材料から成る積層シェル構造体の自由配向のための最適化手法”，

日本機械学会 2017 年度年次大会講演論文集，2017 年 9 月 3日-6 日，埼玉大学 

26. 下田昌利，田中崇一“応力低減を目的とするアーク・スポット溶接位置の最適化法”，日本機械学会 

2017 年度年次大会講演論文集，2017年 9 月 3日-6日，埼玉大学 

27. 柄﨑克樹，熊谷慎也，佐々木実「細胞サンプル搬送機能を持つプラズマ処理デバイス」第 78 回応用

物理学会秋季学術講演会, 6a-C21-12(2017.9.6, 福岡) 

28. 松本滉太，黒瀬範子，下野貴史，岩田直高，山田郁彦，神谷格，青柳克信，“Mg ドープ GaN のレー

ザー誘起による活性化とその局所制御”，第 78 回応用物理学会秋季学術講演会 (福岡国際会議場，

博多)，5p-A301-8，(2017年 9 月 5 日) 

29. 森洸樹，三輪誠，佐々木裕，“n-gram 素性に対する注意機構を利用したニューラルネットによる単

語穴埋め”，第 23 回言語処理学会年次大会論文集，pp.521-524，茨城県つくば市，2017 年 3月 

30. 瀧川雅也，三輪誠，佐々木裕，“線形化された構文情報を用いた生成型ニューラル文要約”，第 23 回

言語処理学会年次大会論文集，pp.1058-1061，茨城県つくば市，2017 年 3月(*) 

31. 鈴木貴之，土屋晃祐，大保崇博，赤澤良彦，下野貴史，松本滉太，江口卓也，岩田直高，“HCl表面

処理とプラズマ励起原子層堆積 SiNx 膜による AlGaN/GaN HEMT の表面安定化”，第 64 回応用物理学

会春季学術講演会 (パシフィコ横浜，横浜)，16p-4-13，(2017 年 3 月 16日) 

32. Subrata Kumar Kundu，寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木実「ウェアラブルセンサによる着席状態での呼

吸計測」第 64 回 応用物理学会春季学術講演会,自動走行に資する車載 MEMS デバイスと関連技術シ

ンポジウム 16p-303-7(2017.3.16, パシフィコ横浜) 

33. 八尾惇, 足立彩衣, 藤崎敬介「高温環境におけるインバータ励磁下のモータの鉄損特性に関する一

検討」平成 29 年度電気学会全国大会, 5-030, 富山大学五福キャンパス, 2017.3.15-17 

34. 塚田航平, 八尾惇, 藤﨑敬介「PWM インバータ励磁の違いによるアモルファスリングの鉄損特性」

平成 29 年度電気学会全国大会, 4-026, 富山大学五福キャンパス, 2017.3.15-17 

35. 瓜田明，“一様流中に置かれた弾性翼の自励振動と空力特性”，日本機械学会東海支部総会講演会講

演論文集，pp.(409-1)-(409-2), 3 月 14 日， 2017 

36. 半田太郎，松田佑，江上泰広，LIF 法による超音速マイクロ内部流れの密度計測と流れ解析，平成

28 年度衝撃波シンポジウム，3 月 8日－10 日，2017 

37. 古谷克司，中村祐介，瓜田明：多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法(第 2 報)双方向への搬送，
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2017 年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集，pp. 169-170, 2017 

38. 古谷克司，土屋昂敬：旋盤型電解放電加工のためのサーボ式力センサ付電極ホルダ，電気加工学会

全国大会(2016)講演論文集，pp. 87-88, 2016 

39. 春山純一，西堀俊幸，山本幸生，岩田隆浩，嶋田和人，河野功，大槻真嗣，桜井誠人，佐伯和人，

諸田智克，長谷中利昭，白尾元理，小松吾郎，小林敬生，清水久芳，寺薗淳也，辻健，道上達広，

橋爪光，西野真木，三宅洋平，長谷部信行，小林進吾，北村健太郎，横堀伸一，小林憲正，道川祐

市，新井真由美，古谷克司，岩崎晃，岡田慧，大山英明，有隅仁，吉田和哉，石上玄也：月火星の

地下空洞直接探査 UZUME 計画，日本惑星科学会予稿集，O10-01, 2016 

40. 山本昌平，武野計二，高圧水素拡散火炎の 保炎位置に及ぼすノズル近傍の衝撃波構造の影響，第

54 回燃焼シンポジウム講演予稿集，E314，仙台，2016 年 12 月(*) 

41. 岡林一木，田頭健二，武野計二，朝原誠，林光一，小森雅浩，高圧水素噴流の拡散および着火の非

定常特性，第 54 回燃焼シンポジウム講演予稿集，D231，仙台，2016 年 12 月(*) 

42. 山本昌平，武野計二，混合燃料の煙点に及ぼす雰囲気酸素濃度の影響，第 54 回燃焼シンポジウム講

演予稿集，C342，仙台，2016 年 12 月(*) 

43. 椎原良典，"Ab initio description of stress distribution in the vicinity of lattice defects", 

日本 MRS 年次大会，2016年 12 月 20日，横浜市，神奈川県（招待講演） 

44. 八尾惇, 足立彩衣, 藤崎敬介「高温環境における電磁鋼板およびモータの鉄損特性に関する一検討」

電気学会マグネティクス/リニアドライブ合同研究会, 長崎大学文教キャンパス, MAG-16-211, 

LD-16-146, 2016.12.5 

45. 下田昌利，永野智大“不確定荷重に対する構造体のロバスト形状最適化”，日本機械学会第 12 回最

適化シンポジウム論文集， 2016 年 12月 6 日-7 日，北海道大学 

46. 史金星，下田昌利 “異種材料からなる複合構造体の形状最適設計”，日本機械学会第 12 回最適化シ

ンポジウム論文集， 2016年 12 月 6 日-7 日，北海道大学 

47. 下田昌利，中山展空，史金星，“軽量シェル構造設計のためのノンパラメトリック形状・トポロジー

最適化”，日本機械学会 第 26 回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2017 年 10 月 8 日-10

日，慶応義塾大学 日吉キャンパス 

48. 史金星，大村渓一朗，下田昌利，“欠陥を有するナノ炭素材料の構造最適化”，日本機械学会 第 26

回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2017年 10 月 8 日-10 日，慶応義塾大学 日吉キャン

パス 

49. 吉積果奈，史金星，下田昌利，“固有振動問題における 3 次元複合構造体の形状最適設計”，日本機

械学会 第 26 回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2017 年 10 月 8 日-10 日，慶応義塾大

学 日吉キャンパス 

50. 市川翔太，小野塚友一，松井一，“複雑な特異モデルにおける MCMC による事後分布の近似精度，”電

子情報通信学会総合大会 情報・システム講演論文集 D-20-11，p.146，2017年 3 月 23 日． 

51. 小野塚友一，市川翔太，松井一，“特異モデルのベイズ学習に対するマルチカノニカル法の応用，”

電子情報通信学会総合大会 情報・システム講演論文集 D-20-12，p.147，2017年 3 月 23 日 

52. 足立彩衣, 八尾惇, 藤崎敬介「高温環境におけるインバータ励磁下の電磁鋼板の鉄損特性に関する

一検討」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会, 金沢大学角間キャンパス, RM-16-095, 

LD-16-103, 2016.9.8 

53. 佐々木実「皮膚を介して形成される容量に基づくウェアラブル呼吸センサ」応用物理学会 有機分

子・バイオエレクトロニクス分科会講習会 バイオセンシングの新展開（2016.11.7, 東京） 

54. 和田祐樹, 延永尚記, 熊谷慎也, 石原裕己, 石居真, 佐々木実 「MEMS 振動子を用いた絶縁型電圧

センサの高耐圧化」応用物理学会 集積化 MEMS 技術研究会主催 第 8 回 集積化 MEMS シンポジウム, 

25am2-PM-009 (2016.10.25, 平戸) 

55. 中島規博，松井一，“Garcia-Stichtenoth による代数曲線符号の誤り訂正計算量の削減，”日本数学

会秋季総合分科会 応用数学分科会講演アブストラクト，pp.51-54，2016年 9月 16 日 

56. 椎原良典，"ペリダイナミクス粒子法を用いた樹脂繊維界面強度評価法に関する基礎的検討", 日本

機械学会計算力学講演会, 2016 年 9 月 23 日，豊中市，大阪府 

57. 椎原良典，"格子欠陥近傍応力場を解明する第一原理局所応力計算法の開発", 格子欠陥フォーラム，

2016 年 9 月 8 日，京都市，京都府（招待講演） 

58. 史金星，月本直，下田昌利，“ケーブル膜構造の形状決定と形状最適化”，日本機械学会 第 29 回計
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算力学講演論文集，2016年 9 月 22 日，名古屋大学 東山キャンパス 

59. 村松吉晃，下田昌利，“直交異方性シェル構造の材料配向角と形状の最適化”，日本機械学会 第 29

回計算力学講演論文集，2016 年 9 月 22 日，名古屋大学 東山キャンパス 

60. 下田昌利，小坂新太郎，史金星，“強度設計問題に対する骨組構造体の形状最適設計法”，日本機械

学会 第 29回計算力学講演論文集，2016 年 9月 22日，名古屋大学 東山キャンパス 

61. 鈴木貴之，山田富明，河合亮輔，川口翔平，張東岩，岩田直高，”プラズマ励起原子層堆積保護膜

による AlGaN/GaN HEMT の表面安定化”，第 77 回応用物理学会春季学術講演会(朱鷺メッセ，新潟)，

16p-B1-1，2016 年 9月 16日． 

62. 下田昌利，小坂新太郎，史金星，“変形コントロールを目的とする大変形シェル構造の形状最適化”，

日本機械学会 2016 年度年次大会講演論文集，2016 年 9 月 14日，九州大学 伊都キャンパス 

63. 史金星，下田昌利，“周波数応答問題に対する象嵌構造の界面形状最適化”，日本機械学会 2016 年

度年次大会講演論文集，2016 年 9 月 14 日，九州大学 伊都キャンパス 

64. 山本昌平，竹内恵悟，高野孝義，武野計二，“接触面圧力変化における接触熱抵抗のヒステリシス

特性”，日本機械学会 2016 年度年次大会講演論文集，2016 年 9 月 14 日，九州大学 伊都キャン

パス(*) 

65. 山本昌平，片山結美子，武野計二，“煙点試験に及ぼす雰囲気酸素濃度の影響”，日本機械学会 2016

年度年次大会講演論文集，2016 年 9 月 13 日，九州大学 伊都キャンパス(*) 

66. 伊藤宏徳，山本昌平，武野計二，“可燃性予混合気の熱面発火における金属表面形状の影響”，日

本機械学会 2016 年度年次大会講演論文集，2016年 9 月 12 日，九州大学 伊都キャンパス(*) 

67. 武野計二，高野孝義，“接触熱抵抗のヒステリシス特性”，日本伝熱学会東海支部 第 23 回伝熱コ

ロキウム，2016 年 7月 22日，名古屋(*) 

68. 古谷克司，中村祐介，瓜田明：多相空気流を用いた薄板の非接触双方向搬送法，第 21 回知能メカト

ロニクスワークショップ講演予稿集，pp. 105-108 (2016) 

69. 古谷克司，土屋昂敬，山岸宏規：選択的放電固化による積層造形法に関する基礎実験， 電気加工技

術，Vol. 40, No. 125, pp. 15-20 (2016). 

70. 金子健正，古谷克司：放電加工により形成されるケイ化物層や固溶体層を利用したモリブデンのク

ラックレス加工， 電気加工技術，Vol. 40, No. 125, pp. 8-12 (2016). 

71. 川津 琢也，野田 武司，佐久間 芳樹，榊 裕之，“微傾斜 GaAs(111)B 基板上に作製した GaSb タイ

プⅡナノロッドの光学異方性”，第 63回応用物理学会春季学術講演会 (東京工業大学 大岡山キャ

ンパス)20p-P16-5 (2016.3.20 ポスター発表) 

72. 藤﨑敬介「電磁界融合学とモータ駆動システム」平成２８年電気学会全国大会, , 5-025, 東北大学 

川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

73. 加藤義之、デニニコラ、小田原峻也、藤﨑敬介「有限要素法による鋼板 1枚の厚さを考慮した IPMSM

の鉄損評価」平成２８年電気学会全国大会, 5-133, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

74. 溝田昂亮，小田原峻也，藤﨑敬介「インバータ励磁が試料形状に与える鉄損特性」平成２８年電気

学会全国大会, 4-185, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

75. 小田原峻也，藤﨑敬介「異常渦電流損係数κの周波数・磁束密度特性」平成２８年電気学会全国大

会, 2-095, 東北大学 川内北キャンパス, 2016.3.16-18 

76. 吉村有人，近藤智明，田邊真一，川西通裕，成清辰生，“粒子群最適化法を用いたエネルギー管理シ

ステムの制御”，第３回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム，名古屋，2016 年 3 月 7 日-10

日 

77. 小田原峻也,近都恵介,藤﨑敬介「電気モータ用無方向電磁鋼板の実測データとカタログデータの比

較」電気学会リニアドライブ研究会資料, LD-16-021, 関西大学 100 周年記念会館, 2016.1.16 

78. 小田原峻也,近都恵介,藤﨑敬介「電気モータ用無方向電磁鋼板の実測データとカタログデータの比

較」電気学会リニアドライブ研究会資料, LD-16-021, 関西大学 100 周年記念会館, 2016.1.16 

79. 不破勝彦，成清辰生，大羽達志，“Hurwitz 行列を用いた Lyapunov 方程式の一解法”，電気・電子・

情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 28 日-29日 

80. 不破勝彦，田中智也，成清辰生，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御系設計” ，電気・電

子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9 月 28 日-29 日 

81. 大嶋宏典，成清辰生，川西通裕，鈴木光久，“直立 4 足歩行型パワーアシストロボットの開発”，

LIFE2015, 2015 年 9月 7日-9 日，福岡(*) 
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82. 小嶋伸一郎，成清辰生，川西通裕，“神経振動子を用いた四脚ロボットの歩容制御”，第 33 回日本ロ

ボット学会学術講演会, 2015 年 9 月 3日-5 日，東京(*) 

83. 古谷克司，野村和樹，岡田達明，佐伯和人，大上寛之：真空中における岩石の切断特性に対するソ

ーワイヤ表面性状の影響，2016 年度日本機械学会年次大会講演論文集，G1300103 (2015.9) 

84. 古谷克司，土屋昂敬，山岸宏規：選択的放電固化による積層造形法（第 1報）基礎実験，2015 年度

精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，pp. 1-2 (2015.9) 

85. 古谷克司，“駆動電流による圧電アクチュエータの発生力の推定法”，第一回先端アクチュエータ・

システムの設計と応用に関する研究分科会，名古屋市千種区 (2015.8) (*) 

86. 古谷克司，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法の基本構想”，第 27 回「電磁力関連

のダイナミクス」シンポジウム講演論文集，長崎県佐世保市 (2015.5) (*) 

87. 古谷克司，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法(第 1 報)基本構想”，2015 年度精密

工学会春季大会学術講演会講演論文集，東京都文京区 (2015.3) (*) 

88. 古谷克司，“旋盤型電解放電加工機による絶縁物の加工”，第 21回電解加工研究委員会，東京都文京

区 (2015.2) (*) 

89. 史金星，下田昌利，“熱変形実現を目的とする複合構造の形状最適化”，日本機械学会第 28回計算

力学講演会，横浜, 2015 年 10 月 10日-12 日(*) 

90. 亀山晃希，下田昌利，“骨組構造体の形状-寸法同時最適化”，日本機械学会第 28 回計算力学講演

会，横浜, 2015 年 10 月 10 日-12 日(*) 

91. 池谷賢一，下田昌利，“形状制約を考慮した直交異方性シェルの形状最適設計”，日本機械学会第

28 回計算力学講演会，横浜, 2015 年 10 月 10日-12日(*) 

92. 池谷賢一，下田昌利，“異方性材料を考慮したシェル構造に対する形状-板厚の多目的最適化手法”，

日本機械学会第２５回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9 月 23 日，長野(*). 

93. 小坂真太郎，下田昌利，“非線形性を考慮したシェル構造の形状最適化手法”，日本機械学会第２５

回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9 月 23 日，長野(*). 

94. 田中崇一，下田昌利，“H1勾配法を利用したスポット溶接位置の最適化”，日本機械学会 2015 年度

年次大会講演論文集，2015 年 9 月 13日，札幌(*) 

95. 善本諒，下田昌利，“骨組構造体の弾性座屈に対する形状最適化手法”，日本機械学会 2015 年度年

次大会講演論文集，2015年 9 月 13 日，札幌(*) 

96. 永野智大，下田昌利，“不確定荷重に対するソリッド体のロバスト形状最適化”，日本機械学会 2015

年度年次大会講演論文集，2015 年 9 月 13 日，札幌(*) 

97. 杉村和哉，大森雅登，野田武司，Vitushinskiy Pavel，岩田直高，榊裕之，“赤外用三角障壁フォト

トランジスタの暗電流低減と室温動作”，第 76 回応用物理学会秋季学術講演会(名古屋国際会議

場)(2015.9.15)(*) 

98. 大森雅登，野田武司，小嶋友也，杉村和哉，Pavel Vitushinskiy，岩田直高，榊裕之，“InP(100)

基板上における InAs/InAlGaAs 量子ロッド構造の形成”，第 76回応用物理学会秋季学術講演会(名古

屋国際会議場)(2015.9.14)(*) 

99. 川津琢也，野田武司，佐久間芳樹，榊裕之，“GaSb/GaAs 量子ドットの光学異方性における後熱処理

の効果”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会(東海大学)(2015.3.13)(*) 

100. 大森雅登，杉村和哉，小嶋友也，加戸作成，野田武司，Pavel Vitushinskiy，岩田直高，榊裕之，

“三角障壁フォトトランジスタによる高感度赤外光検出”，第 62回応用物理学会春季学術講演会(東

海大学)(2015.3.13)(*) 

101. 藤﨑敬介「マイクロ波プロセッシングのエネルギー的意義」第 9 回日本電磁波エネルギー応用学会

シンポジウム(Sympo2015), O-26, pp.70-71, 2015.11.20. 

102. 加藤義之,デニニコラ,小田原峻也,藤崎敬介「実測と解析による IPMSM のインバータ励磁鉄損の評

価」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-110, LD-15-061, 2015.9 

103. 家城昌治,ニコラデニ,岡本昭太郎,小田原峻也,藤崎敬介「NO 材コアを用いた IPMSM の 10000rpm に

おける鉄損特性評価」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-112, LD-15-063, 2015.9 

104. 溝田 昂亮、小田原 峻也、藤崎 敬介「印加電圧と試料形状の差異による鉄損特性」電気学会回転

機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-106, LD-15-057, 2015.9 

105. 藤﨑敬介，“電磁アクチュエータシステムのための磁性材料の必要性と課題”，S22(1)-S22(4)（第

5 分冊）電気学会全国大会，東京，S22-1, S22(1)-S22(4)（第 5分冊）, 2015.3 
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106. 小田原峻也，猿渡敬介，山本章吾，藤﨑敬介, 進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“磁界解析による

ギャップ付鉄芯リアクトルの 高周波損失評価”，電気学会全国大会，東京，5-062, 2015.3（＊） 

107. 山本章吾，小田原峻也，藤﨑敬介，進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“高周波励磁下におけるギャ

ップ付リアクトルコアの鉄損と鉄芯コア材料の鉄損特性の比較”，電気学会全国大会，東京，5-061, 

2015.3（＊） 

108. 寺澤槙恵, 苅田桃子, 熊谷慎也, 佐々木実, “容量計測型呼吸センサにおける電極配置と信号の

安定化”, 第 63 回 応用物理学会 春季学術講演会 21p-P17-16, 東京工業大学, 2015.3.19-22. 

109. 寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木 実，“容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”，第 62回 応

用物理学会 春季学術講演会（2015.3.11）11p-A29-9. 

110. 寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木実, “密着型呼吸センサ”, 日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門主

催 第 7 回マイクロ・ナノ工学シンポジウム, 健康診断・ヘルスケアのためのマイクロシステム応

用-II, 30pm1-C-5, 新潟, 2015.10.30. 

111. 山本 昌平，武野 計二，“TSI による現象論すす生成モデルにおける修正係数の検討”，第 53 回燃

焼シンポジウム講演予稿集， pp.290-291，2015-11 つくば（2015）(*) 

112. 山本 昌平，武野 計二，“高圧水素拡散火炎の着火・保炎位置に関する数値解析”，第 53 回燃焼シ

ンポジウム講演予稿集， pp.100-101，2015-11 つくば（2015）(*) 

113. 鈴木貴之，滝川陽介，張東岩，内藤志麻子，岩田直高，“ビスエチルメチルアミノシランを用いた

原子層堆積 SiO2 保護膜を有する AlGaAs/InGaAs HMET の特性”，第 62 回応用物理学会春季学術講演

会，応用物理学会，東海大学 湘南キャンパス，2015年 3 月 11 日 (*) 

114. 小野正貴，三輪誠，佐々木裕，“辞書と文脈情報を用いた対義語モデルの学習”，第 21 回言語処理

学会年次大会，C5-2，pp.756-759，京都，2015年 3月 (*) 

115. 森洸樹，三輪誠，佐々木裕，“語順と共起を考慮したニューラル言語モデルによる英文穴埋め”，第

21 回言語処理学会年次大会，C5-2，pp.760-763，京都，2015 年 3 月 (*) 

116. 森洸樹, 三輪誠, 佐々木裕, “英文穴埋め問題における文章ベクトルと学習データの質の影響”, 

第 222 回自然言語処理研究会, 首都大学東京 秋葉原サテライトキャンパス, 2015 年 6 月 (*) 

117. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“Modified DFTs for Affine Variety Codes，” 第 38 回情

報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.177-182, 11 月 24 日－27 日，2015 (*) 

118. Hajime Matsui，“On Multiple-Valued Logic Polynomials of a Product Type，” 第 38 回情報理

論とその応用シンポジウム予稿集，pp.748-751, 11 月 24 日－27 日，2015 (*) 

119. 木下真志，松井一，“ガウス素数の掘割問題についての虚二次数体への一般化と右手法”，電気・電

子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9 月 29 日 (*) 

120. 中島規博，松井一，“グレブナー基底と DFT を用いたエルミート曲線符号の符号化・復号化”，電気・

電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015 年 9 月 28日(*) 

121. 中島規博，松井一，“有限体の部分半群における DFTのアフィン多様体符号への応用”，電子情報通

信学会ソサイエティ大会基礎・境界講演論文集 A-6-3，p.97，仙台，2015年 9月 11 日(*) 

122. 木下真志，松井一，“右手法を用いた虚二次数体の素元における掘割探索法の並列化”，電子情報通

信学会ソサイエティ大会 基礎・境界講演論文集 A-12-2，p.123，仙台，2015年 9 月 9 日(*) 

123. 木下真志，松井一，“虚二次数体の素元に対する掘割問題についての高速探索法”，電子情報通信学

会 技術研究報告（コンピュテーション研究会），COMP2015-10 (2015-06)，pp.67-74，札幌，2015

年 6 月 13 日(*) 

124. 中島規博，松井一，“離散フーリエ変換と BMSアルゴリズムを用いた射影 Reed-Muller 符号の復号

法”，日本数学会年会応用数学分科会講演アブストラクト，pp.75-78，東京，2015 年 3 月 22 日(*) 

125. 木村政稔，Pham Hang，川西通裕，成清辰生，“多クラス分類 SVMによる装着型下肢パワーアシスト

システムの制御に関する研究”，第 1 回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム，東京，2014

年 3 月 4 日-7 日(*) 

126. 清水大河，Barkan Ugurlu，成清辰生，川西通裕，“強化学習を用いた四脚ロボット(RoboCat-1)の

コンプライアンス制御”，第 32 回日本ロボット学会学術講演会， 福岡， 2014 年 9 月 4日-6 日(*) 

127. 不破勝彦，田中智也，成清辰生，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御に対する一考察”，電

気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2014 年 9 月 8 日-9日 

128. 古谷克司，“ホイールシステム：UZUME 縦孔探査への応用可能性”，第四回 月と火星の縦孔・溶岩

チューブ探査研究会，山梨県南都留郡富士河口湖町 (2014) 
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129. 金子健正，古谷克司，“モリブデンのクラックレス放電加工(第 2 報)結晶粒の異方性がクラック発

生に及ぼす影響”，2014 年度精密工学会春季大会学術講演会，東京都文京区 (2014) 

130. 古谷克司，吉田典道，“放電加工を利用した熱ひずみによる金属薄板の曲げ加工”，第 211回電気加

工研究会，東京都新宿区 (2014) 

131. 古谷克司，荒井和行，小嶋俊介，“旋盤型電解放電加工による絶縁性材料の細軸加工”，第 212回電

気加工研究会，名古屋市昭和区 (2014) 

132. 春山純一，河野功，久保田孝，西堀俊幸，山本幸夫，岩田隆浩，大槻真嗣，川勝康弘，佐伯和人，

橋爪光，清水久芳，諸田智克，西野真木，小林憲正，横堀伸一，長谷部信行，白尾元理，片山保宏，

加藤裕基，妻木俊道，香河英史，升岡正，神澤拓也，石上玄也，有隅仁，山海嘉之，古谷克司，上

野誠也，岩崎晃，吉田和哉，嶋田和人，ほか UZUME Team，“月の縦孔・地下空洞探査が拓く，日本の

月惑星科学の未来”，第 47回月・惑星シンポジウム，相模原市中央区 (2014) 

133. 古谷克司，犬飼亮太，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイヤソーを用いた

岩石の加工特性(第 7 報)摩擦試験による加工量低下原因の推定”，2014 年度精密工学会秋季大会学術

講演会，鳥取市 (2014) 

134. 福原陽亮，吉村雅満，小瀬村大亮，小椋厚志，神津知己，後藤千絵，川口哲成，“タッピング AFM

－チップ増強ラマン分光測定の最適化”，2014 年第 61 回応用物理学会春季学術講演会，青山学院大

学，神奈川 (2014/3/18) 

135. クンドウ スブラタ クマル，熊谷慎也，佐々木実，“容量計測による衣服型呼吸センサ”，第 31 回

「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム， 21pm3-PS082． 2014．10．21 

136. 史金星，下田昌利，“フリーフォルム最適化手法による異種材料の界面形状設計”，日本機械学会 第

11 回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014 年 12 月.12 日(*), 

137. 下田昌利，永野智大，亀山晃希，“骨組構造のノンパラメトリック形状最適化”，日本機械学会第

11 回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014 年 12 月.12 日(*) 

138. 小園翔，下田昌利，劉陽，“制振せん断パネルダンパの形状最適化”，日本機械学会第 24 回設計工

学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

139. 小坂真太郎，下田昌利，“非線形性を考慮した荷重制御目的とするシェル構造の形状最適設計”，日

本機械学会第 24 回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

140. 川江元気，下田昌利，“薄板の溶接位置の最適化手法”，日本機械学会第 24 回設計工学・システム

部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

141. 亀山晃希，下田昌利，“所望の変形を実現する骨組構造の形状同定手法”，日本機械学会第 24 回設

計工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

142. 山根滉一，下田昌利，“可変境界を有する骨組み膜構造の形状最適化手法”，日本機械学会２０１４

年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

143. 池谷賢一，下田昌利，“複合材料から成るシェル構造の形状・板厚の 2 段階最適化”，日本機械学

会２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

144. 永野智大，下田昌利，“不確定荷重に対するシェル構造体のロバスト形状最適化問題の解法”，日本

機械学会２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

145. 川津琢也，野田武司，間野高明，佐久間芳樹，榊 裕之，“高指数面 GaAs 基板上の GaSb および AlSb

量子ドットの成長”，第 75回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．

19) (*) 

146. 秋山芳広，丹羽亮介，榊 裕之，“AlGaN/GaN HEMT における界面凹凸散乱と合金散乱の大小関係”，

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．18) (*) 

147. 野田武司，間野高明，Martin Elborg，川津琢也，Liyuan Han，榊裕之，“量子井戸太陽電池を用い

た二段階光吸収によるフォトカレント生成”，第 61 回応用物理学会春季学術講演会(青山学院大学相

模原キャンパス) (2014．3．18) (*) 

148. 藤崎敬介，“基調報告「次世代モータと磁性材料の課題”，公益社団法人日本磁気学会  第３回岩

崎コンファレンスの開催，「磁気理工学のエネルギ分野への革新的展開」平成 26 年 12 月 3日(水)~4

日(木), 日立金属・高輪和彊館，東京 

149. 山本章吾,小田原俊也,藤崎敬介,進藤裕司,吉川直樹,小西崇文，“ギャップ付鉄心リアクトルの損失

と鉄心の材料特性損失の比較”，電気学会マグネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研

究会資料，名古屋，MAG-14-205，LD-14-097, 2014.12. (*) 
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150. 小田原峻也,猿渡敬介,山本章吾,藤崎敬介，“高周波リアクトルの並列巻線位置による巻線電流のア

ンバランス”，名古屋，MAG-14-206, LD-14-098, 2014.12. (*) 

151. 下屋直人,藤﨑敬介,柳井武志，“電解めっきで作製した Fe-Ni 膜の高周波特性”，電気学会マグネテ

ィックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-213, LD-14-105, 2014.12. 

(*) 

152. 藤崎敬介，“ミクロ材料電磁界数値解析による高周波軟磁性材料の形状と損失特性”，電気学会マグ

ネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-208, LD-14-100, 

2014.12. (*) 

153. 藤﨑敬介，“今後の電気エネルギーの磁性材料に必要な磁気特性”，日本ボンド磁性材料協会（旧・

日本ボンド磁石工業協会）：JABM 主催 第 86 回 技術例会プログラム 「今後の軟磁性材料の応用・

基礎と発展」，東京， 平成 26 年 9 月 18 日 (木) 

154. K. Fujisaki，“Advanced magnetic material requirement for higher e_cient electrical motor 

design”，第 38回 日本磁気学会学術講演会, Symposium “Challenge of Magnetics to Improve Energy 

Efficiency”,横浜, 4aB-2, 2014.9 

155. 山本章吾，小田原峻也，藤崎敬介，“インバータ励磁における高周波数・高磁束密度の鉄損測定”，

平成 26 年電気学会産業応用部門大会，3-29, 東京電機大，東京，2014.8(*) 

156. 山本章吾, 藤﨑敬介，“単相 PWM インバータを用いた軟磁性体の高周波鉄損特性評価”，電気学会リ

ニアドライブ研究会，名古屋，LD-14-033, 2014.7. (*) 

157. 古賀尚子, 小田原峻也, 藤崎敬介，“GaN-MOSFET インバータによる 190 kHz キャリア周波数の鉄損

特性”，電気学会リニアドライブ研究会，名古屋，LD-14-036, 2014.7. (*) 

158. 田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介，“田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介”，電気学会リニアドライブ

研究会，名古屋，LD-14-037, 2014.7. (*) 

159. 寺澤槙恵, 熊谷慎也, 佐々木実, “容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”, 第 62 回 

応用物理学会 春季学術講演会 11p-A29-9【注目講演に推薦される】2014.3.11-14 

160. 武野計二，松本啓吾，小林真，大島義人，“草本系バイオマスの高温ガス化過程における Cs の挙動”，

草本系バイオマス資源作物公開シンポジウム，2014-11-14 東京（2014） 

161. 山本 昌平，武野 計二，“アルコール混合油を燃料としたディーゼル機関からのすす排出量予測”，

第 52 回燃焼シンポジウム講演予稿集， pp.206-207，2014-12 岡山（2014）(*) 

162. 武野計二，“漏洩水素ガスの爆発実験と解析”，衝撃的な事象に関する風工学的問題に関する研究会，

2014 年 2 月 

163. 大場弘樹，佐々木裕, “Self-Training を用いた電子カルテからの関係抽出”，第 19 回言語処理

学会年次大会, pp. 87-90, 2014 年 3月 (*) 

164. 後藤 太一，Zheng Liu，“画像分割による融合画像の主観的な評価”，平成 26 年度電気・電子・情

報関係学会東海支部連合大会 

165. ビクトル パルケ，小林正和，東正毅，“Homeostatic Learning Networks on Unknown Environments”，

2014 年度精密工学会春季大会学術講演会，2014 年 3 月 18 日～20 日，東京大学 

166. 谷川祐介，松井一，木村大樹，“ある種の多値論理多項式に対する畳み込み定理と高速乗算法”，第

37 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.620-625，富山県黒部市，2014 年 12 月 12 日(*) 

167. 木下真志，松井一，“虚二次数体の素元における掘割問題の数値計算”，第 37 回情報理論とその応

用シンポジウム予稿集，pp.615-619，富山県黒部市，2014 年 12月 12 日(*) 

168. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“ Correction of Errors for Projective RM Codes by 

Decomposing Projective Space into Affine Spaces”，第 37 回情報理論とその応用シンポジウム予

稿集，pp.89-94，富山県黒部市，2014年 12 月 10 日(*) 

169. Hajime Matsui，“On Generator Matrices of Codes over a Class of Euclidean Domains”，第 37

回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.84-88，富山県黒部市，2014 年 12 月 10 日(*) 

170. 中島規博，松井一，“射影 Reed-Muller符号の誤り値決定と計算量”，電子情報通信学会ソサイエテ

ィ大会，基礎・境界講演論文集 A-6-1， p．86， 9月 23 日－26 日，2014(*) 

171. N． Nakashima， H． Matsui，“Fast decoding algorithm for projective Reed-Muller codes and 

its computational complexity”，電子情報通信学会 情報理論研究会，IT2014-41，pp．1-6，9 月

19 日，2014(*) 

172. 中島規博，松井一，“2 次伸長 RS 符号の離散フーリエ変換を用いた復号化法”，電子情報通信学会 総
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合大会，基礎・境界講演論文集 A-6-7， p．115， 3月 18 日－21 日，2014(*) 

173. 松田忠典，松井一，川西通裕，成清辰生，“一般化 Stability Feeler によるロバスト安定解析の計

算量検討”，第 1 回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム， 3月 4 日－7 日， 2014(*) 

174. 大嶋宏典，ウグルバルカン，川西通裕，成清辰生，“対麻痺者の歩行支援を行う装着型パワーアシ

ストロボットの基礎研究”，ROBOMEC2013， つくば市，2013 年 5月 22 日-25 日(*) 

175. 本田親寿，大竹真紀子，大嶽久志，古谷克司，大槻真嗣，佐伯和人，諸田智克，杉原孝充，“SELENE-2 

搭載を目指したマクロ分光カメラおよび研磨装置の開発”，日本地球惑星科学連合 2013 年大会，千

葉市美浜区 (2013.5) (*) 

176. 犬飼亮太，古谷克司，高野孝義，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイヤソ

ーを用いた岩石の加工特性(第 6 報)切削時の温度シミュレーション”，2013 年度精密工学会秋季大会

学術講演会，大阪府吹田市 (2013) 

177. 金子健正，古谷克司，“モリブデンのクラックレス放電加工(第 1 報)脱イオン水を用いた加工”，2013

年度精密工学会秋季大会学術講演会，大阪府吹田市 (2013) 

178. 古谷克司，“月惑星の縦孔・地下空洞探査：インフレータブル型移動体の構想”，第 57 回宇宙科学

技術連合講演会，鳥取県米子市 (2013) 

179. 金子健正，古谷克司，“モリブデンのクラックレス放電加工－チタン電極を用いた加工－”，電気加

工学会全国大会 (2013)，名古屋市中村区 (2013) 

180. Seiya Suzuki， Takashi Nagamori， Yuki Matsuoka， Masamichi Yoshimura，“Effect of High 

Pressure Pre-Annealing on Graphene Growth on Copper by Chemical Vapor Deposition”，第 45

回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム (2013/8/6) 

181. 松原由宜，恒川好樹，奥宮正洋，西川直樹，弦間喜和，“亜共晶 Al-Cu 合金のソノ凝固”，日本鋳造

工学会第 162 回全国講演大会，(2013-5/25-26) 山梨大学 

182. 末次晋平，恒川好樹，奥宮正洋，古川雄一，“ソノ凝固による過共晶 Al-Si-Cu合金のヘテロ構造”，

日本鋳造工学会第 162 回全国講演大会，(2013-5/25-26) 山梨大学 

183. 下出健介，下田昌利，“開空間における騒音低減を目的としたシェル形状最適化”，日本機械学会第

23 回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

184. 川江元気，下田昌利，“象嵌構造の界面形状の最適設計”，日本機械学会第 23 回設計工学・システ

ム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

185. 岡田智貴，下田昌利，“シェル構造の弾性座屈に対する形状最適化”，日本機械学会第 23 回設計工

学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

186. 森本崇，下田昌利，“固有振動数最大化を目的とする立体骨組構造の形状最適化手法”，日本機械学

会第 23 回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

187. 劉陽，下田昌利，“固有振動問題に対する補強リブ付きシェル構造の形状最適化手法”，日本機械学

会第 26 回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

188. 米倉正人，下田昌利，“応力を制約とするシェル構造体のフリーフォルム形状最適化”，日本機械学

会第 26 回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

189. 小園翔，下田昌利，劉陽，“弾塑性挙動を利用した繰り返し負荷に対するエネルギー吸収パネルの

形状設計法”，日本機械学会第 26 回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

190. 劉陽，下田昌利，“シェル構造における補強リブのノンパラメトリック形状最適化手法”，日本機械

学会２０１３年度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

191. 山根晃一，下田昌利，“膜構造の極小曲面を求めるフリーフォルム最適化手法”，日本機械学会２０

１３年度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

192. 大谷光，下田昌利，“バイメタル構造体の界面の形状同定”，日本機械学会２０１３年度年次大会 講

演論文集（2013-9，岡山） 

193. 川江元気，下田昌利，“薄板中のスリットやリブの最適位置問題の解法”，日本機械学会２０１３年

度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

194. 下田昌利，米倉正人，“シェル構造体の強度設計のためのフリーフォルム形状最適化”，日本航空宇

宙学会第 55回構造強度に関する講演会 講演論文集（2013-7，室蘭） 

195. 中村 翔，大森雅登，Pavel Vitushinskiy，榊 裕之，“量子ドット構造を用いた三角障壁フォト

ダイオードの光検出特性”，第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) 

(2013．9．16) (*) 
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196. 小嶋友也，大森雅登，Pavel Vitushinskiy，榊 裕之，“InAs/AlGaAs 量子ロッド構造の電流電圧

特性”，第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) (2013．9．18) (*) 

197. 野田武司，間野高明，川津琢也，榊 裕之，“InP(111)A 基板上の InAs ドットの液滴エピタキシー”，

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) (2013．9．19) (*) 

198. 川津琢也，野田武司，間野高明，佐久間芳樹，榊 裕之，“試料端局所照射による n-AlGaAs/GaAs

ヘテロ接合チャネルの光電流”，第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパ

ス)(2013．9．19) (*) 

199. 小木 諒介，小田原 峻也，藤崎 敬介，“キャリア周波数増加による鉄損増加現象と その要因解明”，

電気学会全国大会，4-071， 2013．3 

200. 古賀 尚子，小田原 峻也，藤崎 敬介，“キャリア周波数 190kHz とデッドタイムの鉄損に及ぼす影

響”，電気学会全国大会，2-147， 2013．3 

201. 古賀尚子，小田原峻也，藤崎敬介，“キャリア周波数 100kHz とデッドタイムが鉄損に及ぼす影響”，

電気学会マグネティックス研究会，MAG-13-151， 2013．12 

202. 小木諒介，小田原峻也， 藤崎敬介，“インバータのキャリア周波数増加による鉄損増加”，電気学

会マグネティックス研究会，MAG-13-1450， 2013．12 

203. 山田諒，山本章吾，藤崎敬介，“PWM インバータ励磁が誘導モータにおける電磁鋼板の厚み違いに

よって鉄損に及ぼす影響”，平成 25 年電気学会産業応用部門大会 1-85，山口大， 2013．8 

204. 小田原峻也，藤﨑敬介，“インバータ励磁における基本波周波数に対する鉄損の基礎的検討”，平成

25 年電気学会産業応用部門大会，3-69， 山口大， 2013．8 

205. 小田原峻也， 藤﨑敬介，“PWM インバータ励磁下における単一負荷と複数負荷による電磁鋼板の鉄

損特性の評価”，電気学会半導体電力変換/モータドライブ合同研究会，SPC-13-076， MD-13-018， ２

０１３年６月１５日 

206. 小林正和，“UAV の操作性向上を目的とした操縦者に対する操作反力の提示”，第 25 回設計工学・

システム部門講演会，2013 年 9 月 23日～25日，信州大学(*) 

207. ビクトル パルケ，小林正和，東正毅，“A generative approach to wire harness design”，第

23 回設計工学・システム部門講演会，2013年 10 月 23 日～25 日，沖縄県読谷村 

208. ビクトル パルケ，小林正和，東正毅，“The origins of modularity in complex machines”，第

23 回設計工学・システム部門講演会，2013年 10 月 23 日～25 日，沖縄県読谷村 

209. 堀内元，小林正和，東正毅，ビクトル パルケ，“製品の分解性向上のための製品レイアウトおよ

び部品間接続最適化手法”，第 23 回設計工学・システム部門講演会，2013 年 10 月 23 日～25 日，沖

縄県読谷村 

210. 高松直斗，松井一，“アフィン多様体符号における消失誤り訂正の可換図式を用いた定式化”，第

36 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp．7-12， 11月 26 日－29 日，2013(*) 

211. 谷川祐介，松井一，陳勁嘉，“一般化準巡回符号における自己直交性の効率的な検証”，第 36 回情

報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp．81-86， 11 月 26 日－29 日，2013(*) 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
 
(1) 下記ホームページで当研究センターの情報を公開している． 

http://www.toyota-ti.ac.jp/kenkyu/ken11.html 
(2) 第 1 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2014 年 11月 6 日） 

参加者 108名 
【招待講演】 
①東京大学 教授 樋口俊郎 氏 “特殊環境用アクチュエータの開発” 
②奈良先端科学技術大学院大学 教授 山下一郎 氏 “ActiveBio 場の創出：ナノ空間での構造自動構
築とその応用” 
③株式会社ハイボット 取締役 CTO，東京工業大学 名誉教授 広瀬茂男 氏 “極限環境で活躍するロボ
ットの創造” 
【研究成果報告】  
ポスター発表（学内）：30 件 

http://www.toyota-ti.ac.jp/kenkyu/ken11.html
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(3) 第 2 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2015 年 11 月 19 日） 

参加者 107名 
【招待講演】 
①トヨタ自動車パートナーロボット部部長 玉置章文氏 “ロボットと暮らす社会にむけて ～トヨタパ
ートナーロボットの開発状況～” 
②千葉大学特別教授，（株）自律制御システム研究所代表取締役 野波健蔵氏 “ドローンの最新技術と
空の産業革命” 
【研究成果報告】 
①難環境作業スマート機械技術研究センター長 成清辰生 “難環境作業スマート機械技術研究センタ
ー中間報告” 
②本学教授 佐々木実 “皮膚を介した無拘束ウェアラブル呼吸センサ” 
③本学教授 古谷克司 “圧電アクチュエータの状態認識” 
④本学教授 成清辰生 “難環境作業支援ロボットの開発” 
⑤ポスター発表 29件 
(4) 第 3 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2016 年 10 月 27 日） 

参加者 90 名 
【招待講演】 
①シュルンベルジェ株式会社テクノロジー本部長 山手 勉 氏 “石油・天然ガス開発技術の現状と日
本の先端技術への期待” 
②国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 助教 春山純一氏 “月火星の縦孔・
地下空洞探査 UZUME 計画” 
【研究成果報告】 
①本学教授 藤﨑敬介 “高周波励磁のモータ駆動システムの損失と高温特性” 
②本学教授 下田昌利 “異常荷重に対する構造体の形状最適設計” 
③本学教授 武野計二 “接触熱抵抗のヒステリシス特性” 
④ポスター発表 26件 
(5) 第 4 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2017 年 12 月 14 日） 

参加者 101名 
【招待講演】 
①神戸大学 海洋底探査センター センター長 巽 好幸 氏 “世界一の地震大国・火山大国に暮らす
ということ” 
②ATR 脳情報研究所 ブレインロボットインタフェース研究室 室長 森本 淳 氏 “ヒト型ロボッ
トの運動学習とヒトの運動支援戦略” 
【研究成果報告】 
①本学教授  半田太郎 “超音速マイクロ流れの特性と応用” 
②本学教授  吉村雅満 “ナノカーボンの構造制御とその応用” 
③本学准教授 椎原良典  “金属ガラス変形機構解明のための第一原理局所応力シミュレーションの開
発” 
④本学教授  岩田直高 “電力制御用 GaN パワートランジスタの実現に向けて” 
⑤本学教授  成清辰生  “人間機械系の制御系設計 -AAN(Assist-as-Needed)制御-” 
⑥ポスター発表 24件 
 

＜これから実施する予定のもの＞ 
該当なし 

 

１４ その他の研究成果等 
(1)展示会での公開 

日本能率協会主催の展示会であるテクノフロンティア・モーションエンジニアリング展で，ポスターを

掲示して研究センターを紹介した（2014 年 7月 23 日～25 日：東京都江東区・東京ビッグサイト，2015

年 5 月 20 日～22 日：千葉市美浜区・幕張メッセ，2017 年 4 月 19 日～21日：千葉市美浜区・幕張メッ

セ）． 

 
(2)受賞 
①古谷克司，小野政貴，“超音波近接場浮揚を利用した 2 次元搬送法における駆動力の発生メカニズム”，
日本 AEM 学会誌，23巻．2号，pp. 414-421 (2015)」に対して日本 AEM 学会論文賞を受けた．(*) 
②金子健正 PD 研究員が本研究プロジェクト参加中に見出した成果であるモリブデンのクラックレス放
電加工についてまとめた下記論文(*1)に対して、精密工学会研究奨励賞が贈られた）(*) 
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(*1)金子健正，古谷克司：モリブデンのクラックレス放電加工（第 2 報）－結晶粒の異方性がクラック
発生に及ぼす影響－，精密工学会誌，81 巻，9号，pp. 873-878 (2014)，査読有  
③寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木 実による下記論文(*2)が注目論文に選出される．(*) 
(*2) 寺澤槙恵，熊谷慎也，佐々木 実, “容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”，第 62回 
応用物理学会 春季学術講演会（2015年 3 月 11 日）11p-A29-9   
 
(3)企業との連携実績 
①トヨタ自動車株式会社 “生体信号を用いた動作意図の推定方法とアシストロボット制御の研究” 
②トヨタ自動車株式会社 “モバイルＰＶを考慮した環境適応型モビリティー社会のモデル化とシミュ
レーション” 
③今仙技術研究所     “直立 4 足歩行型パワーアシストロボットの開発” 
④三菱重工業株式会社   “水素爆発の現象予測手法” 
⑤三菱重工業株式会社  “尾翼下部空間における燃料漏洩時の安全対策技術” 
⑥中央電子工業株式会社 “難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発” 
⑦小島プレス工業株式会社 “クラッシュ BOX樹脂化における衝突時変形メカニズムの解明” 
 
(4)他大学等との共同研究 
①立命館大学   “難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発” 
②長崎大学   “極薄磁性材料の試作と高周波時期特性評価” 
③大同大学     “デュアルオブザーバを用いた強安定化および外乱抑制” 
④長岡工業高等専門学校      “モリブデンの放電加工法に関する研究” 
⑤ 宇宙航空研究開発機構      “月科学探査用機器の開発” 
⑥量子科学技術研究開発機構  “放射線被ばくマウスのモニタリングシステムの開発” 
⑦東京工業大学 “固体の熱履歴条件のガス化/燃焼に及ぼす影響” 
 
(5)特許 
①古谷克司：積層造形装置，及び積層造形方法，日本国特許出願，特願 2015-015462，2015.1.29 
②佐々木実，寺澤槙恵，鈴木陽久，水野寛隆：呼吸センサおよび呼吸を計測する方法，特願

2015-02331(2015/2/9)  
③成清辰生，川西通裕，鈴木光久：4足歩行型歩行支援機，4足歩行型歩行支援機の制御方法及び制御プ

ログラム，提出日】平成27年4月1日【出願番号】特願2015-75301 
④ 成 清 辰 生 ， Hamed Jabbari Asl ， 川 西 通 裕 ， 山 下 勝 司 ： パ ワ ー ア シ ス ト 装 置 ， 特 願

2017-223413(2017/11/21) 
⑤石原祐己，石居真，佐々木実「電圧センサ」（出願番号）特願 2016-199722（出願日：2016.10.11），

米国（出願番号 15/724,037，出願日：2017.10.3），ドイツ（出願番号 102017218039.0，出願日：
2017.10.18） 

⑥石原祐己，石居真，佐々木実「電圧センサ」（出願番号）特願 2016-093214（出願日：2016.5.6），米
国（出願番号 15/583,044，出願日：2017.5.1），ドイツ（出願番号 102017207333.0，出願日：2017.5.2） 

⑦桝野雄矢，谷川純也，石居真，植松彰一，佐々木実「電圧センサ」特許第 6199574 号（登録日：2017.9.1）
（出願番号）特願 2013-028759（2013.2.18）（優先権主張番号）特願 2012-080207（2012.3.30） 

⑧佐々木実，スブラタ クマル クンドウ，池田幸治，鈴木陽久，江島充晃「呼吸センサ」特許第 6084361
号（登録日：2017.2.3）（出願番号）特願 2012-24913（出願日：2012.2.8） 

⑨佐々木実「ねじり振動を利用した赤外線の検出方法とこれを実施したねじり振動を利用した赤外線
の検出装置」特許第5523727号（登録日：2014.4.18）（出願番号）特願2009-83939（出願日：2009.3.31） 

 
(6)新聞記事等 
①日刊工業新聞 “知能ロボ開発プロ始動”，2013 年 7 月 25 日 
②中部経済新聞 “豊田工業大学 災害救助ロボ開発へ”，2013年 7 月 25日 
③中部経済新聞 “水素の燃焼特性と危険性評価”，2014 年 4 月 22 日 
④Fuji Sankei Business i “研究機関・豊田工業大学 難環境作業スマート機械技術研究センター”，
2014 年 6 月 18 日 
⑤CBC（中部日本放送）「イッポウ」，2015 年 11月 19日 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
該当なし 

 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

支出額

研究費

法人番号 231023

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

総 計

法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

装 置

0

設 備

施 設

施 設

装 置
総

額

研究費

平
成
2
7
年
度

83,806

0

0

0

86,994

81,144

0

19,980

47,526 33,618

28,997 57,997

37,925

6,680 13,300

45,881

0

33,988 28,507

0 00

0

0 0 0 0 0 0

0

0

212,669 166,705

35,677 71,297 0 0

0 0

0 0 0

0

0

62,495

0

0 0

0

0

106,974

379,374

486,348

0

248,346 238,002

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1311034

平
成
2
8
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0

研究費 76,818 42,736 34,082

平
成
2
9
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0

研究費 75,111 42,538 32,573
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法人番号 231023
プロジェクト番号 S1311034

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

制御システム研究室・実験室昭和56年度

機械創成研究室・実験室 昭和56年度

表面科学研究室・実験室 平成7年度

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

0

0

0

1

1

1

462m2

366m2

333m2

不明

不明

不明

18

5

15

修繕費 2,904 装置修理費 2,904 装置修理費

2,907 ソフトウェア保守等 2,907 ソフトウェア保守

諸会費 1,548 学会参加費 1,548 学会参加費

475 学外者交通費 475 学外者交通費

賃借料 277 ソフトウェアレンタル 277 ソフトウェアレンタル

報酬・委託料

1 WiFiレンタル補償料 1 WiFiレンタル補償料

出版物費 698 論文掲載料 698 論文掲載料

雑費
損害保険料

事業経費施　設　の　名　称

（兼務職員）

旅費交通費

計

年　　　度

素子・素材開発用ツイン型
ナノ計測システム

25

人件費支出

教育研究経費支出

印刷製本費
学会参加に係る旅費

25

（研究設備）

通信運搬費

電気代3,497

事業経費 補助金額

（研究装置）

1

視触覚統合型運動・
状態把握システム

難環境対応モータ
駆動評価システム

図　　　　書

なし

小  科  目

真空環境極微操作・計測シス
テム用立体電子顕微鏡

25

使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費
電気代

支　出　額

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積整備年度

19,999

25,333

整備年度

研究室等数 補助金額

1 3000

37,9992800

13,333

1600 13,996 9,331

19,980

25 1

15,000 10,000

25

1 2800

視触覚センシングシステム
評価装置

26 1 800

（情報処理関係設備）

13,300

光　熱　水　費

なし

3,497

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
電子部品費、機械部品費

6,241

19

19,567 電子部品費、機械部品費

402

主　な　使　途

宅配便代

金　　額

19,567

宅配便代

36,293

主　　な　　内　　容

学会・調査出張費
402

6,241

57
36,293

シンポジウム予稿集印刷代

計

57

36,350

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

6,258

計

研究支援推進経費

6,258

私学助成

6,258

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

ポスト・ドクター

私学助成

私学助成

19

私学助成

私学助成

積　　算　　内　　訳

0

補助主体

補助主体

シンポジウム予稿集印刷代

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
0

38,536

0

学外1人、外国1人
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  平成 年度

  平成 年度

報酬・委託料 3,976 ソフトウェア保守等 3,976 ソフトウェア保守

出版物費 894 論文掲載料 894 論文掲載料

旅費交通費 13,071 学会・調査出張費 13,071 学会参加に係る旅費

賃借料 329 ソフトウェアレンタル 329 ソフトウェアレンタル

装置修理費
学会参加費
論文掲載料
講師交通費

修繕費 7,446 装置修理費 7,446 装置修理費

2,368
1,385

712
643

ソフトウェア保守等
装置修理費
学会参加費
論文掲載料
講師交通費

修繕費
諸会費

出版物費
雑費

3,450
2,368
1,385

712
643

計 4,437

WiFiレンタル補償料4WiFiレンタル補償料4損害保険料

ポスト・ドクター 4,437 4,437 学外1人　

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 2 2

計 30,020

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 30,018 30,018

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 28,038

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

賃借料 399 ソフトウェアレンタル 399 ソフトウェアレンタル
3,450 ソフトウェア保守報酬・委託料

印刷製本費 767 論文別刷印刷代 767 論文別刷代、シンポジウム予稿集印刷

旅費交通費 5,996 学会・調査出張費 5,996 学会参加に係る旅費

光　熱　水　費 779 電気代 779 電気代

通信運搬費 22 通信費 22 Wifiデータ通信費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,513 電子部品費、機械部品費、工具類 11,513 電子部品費、機械部品費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 6,267

年　　　度 27

ポスト・ドクター 6,267 6,267 学外1人、外国1人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 80 80

計 28,703

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 28,623 28,623

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 48,836

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

雑費 415 講師交通費 415 講師交通費

損害保険料 2 WiFiレンタル補償料 2 WiFiレンタル補償料

印刷製本費 961 シンポジウム予稿集印刷代 961 シンポジウム予稿集印刷代

諸会費 3,030 学会参加費 3,030 学会参加費

光　熱　水　費 1,858 電気代 1,858 電気代

通信運搬費 43 宅配便代 43 宅配便代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,811 電子部品費、機械部品費 16,811 電子部品費、機械部品費

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度

  平成 年度

主　　な　　内　　容

電子部品費、機械部品費

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

通信運搬費 14 運送費 14 運送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,943 電子部品費、機械部品費 18,943

旅費交通費 5,310 国内外学会出張旅費 5,310 国内外学会出張旅費

光　熱　水　費 1,109 電気代 1,109 電気代

報酬・委託料 6,057 ソフトウェア保守料等 6,057 ソフトウェア保守料

印刷製本費 316 論文印刷費 316 論文印刷費

修繕費 2,783 装置修理 2,783 装置修理

賃借料 2,538 ソフトウェアレンタル料等 2,538 ソフトウェアレンタル料

雑費 130 講演者宿泊代等 130 シンポジウム講演者宿泊代

諸会費 1,830 学会等参加・登録費 1,830 学会等参加・登録費

計 39,428

出版物費 398 論文別刷代等 398 論文別刷代

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 30,896 30,896

図　　　　書 63 63

計 30,959

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 6,431 6,431 学外1人、外国1人

研究支援推進経費

計 6,431

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 17,500 機械部品費、電子部品費 17,500 機械部品費、電子部品費

光　熱　水　費 1,209 電気代 1,209 電気代

通信運搬費 22 通信費 22 Wifiデータ通信費

印刷製本費 345 成果報告書・予稿集印刷 345 シンポジウム予稿集印刷、成果報告書印刷

旅費交通費 9,744 国内外学会出張旅費 9,744 国内外学会出張旅費

賃借料 1,320 ソフトウェアレンタル料等 1,320 ソフトウェアレンタル

報酬・委託料 3,432 ソフトウェア保守等 3,432 ソフトウェア保守

修繕費 2,674 装置修理費 2,674 装置修理費

諸会費 2,658 学会参加費・登録費 2,658 学会参加費・登録費

出版物費 867 論文掲載料等 867 論文掲載料

雑費 203 学外者宿泊費等 203 学外者宿泊費

損害保険料 1 通信機器レンタル補償料 1 通信機器レンタル補償料

計 39,975

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 27,850 27,850

図　　　　書 52 52

計 27,902

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 7,234 7,234 学外2人、外国1人

研究支援推進経費

計 7,234
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